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 ８．議 事 日 程  

 

 議  事 

 

  日程第１           「一般質問」 

  日程第２  議案第20号    「平成２４年度坂町一般会計予算」 

  日程第３  議案第21号    「平成２４年度坂町国民健康保険事業特別会計予 
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 ９．議 事 の 内 容 

（開会 午前１０時００分） 

○議会事務局長（高橋蔦江君） 皆様、御起立願います。 

ご礼。 
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（一同「おはようございます」） 

○議会事務局長（高橋蔦江君） 御着席願います。 

○議長（川本英輔議員） 皆さん、おはようございます。定例会もきょうで二日目とな

ります。きょうはですね、昨日と違いまして傍聴席には一般の方々３２名の方々と、

また小屋浦小学校６年生１６名の児童が傍聴に来られております。ありがとうござい

ます。 

  小屋浦小学校児童の皆さんは、１時間の傍聴ではありますが、大切な時間でありま

すので、しっかり学習をして帰ってください。 

○議長（川本英輔議員） ただいまの出席議員は１２名であります。 

  定足数に達しておりますので、これより、本日の会議を開きます。 

○議長（川本英輔議員） 日程第１「一般質問」を行います。 

  お手元に配付いたしております質問通告書のとおり１１名から１１問の質問事項が

通告をされております。 

  それでは、１問ずつ順次発言を許します。 

  なお、質問の際には要点を絞って御発言願います。また、再質問は５問までといた

します。 

  １０番中 雅洋議員から「アサガミ建屋横の越波対策」の件を質問願います。 

  １０番中議員。 

○１０番（中 雅洋議員） 「アサガミ建屋横の越波対策」の件で質問いたします。 

  平成１６年９月の台風１８号により、横浜港湾に面した横浜中央地区を中心に、床

下浸水や床上浸水の被害が多数発生したことは記憶に新しいところであります。その

後、議会からも多々越波対策を進めるよう町側に要望が出され、結果、町側の努力に

より横浜東１丁目の護岸のかさ上げ、横浜小学校沖の護岸のかさ上げ、また現在、横

浜港湾の離岸提設置工事の着手と、越波対策が着実に進められているところでありま

す。 

  そうした中、現在横浜小学校沖の堤防かさ上げ箇所と民有護岸であるアサガミ建屋

横とに５ｍ余りの堤防が従来の高さのままであり、満潮時、沖からの越波が襲来した

とき、この低いところから越波が侵入し、横浜東地区の住居に浸水してくるのではと

危惧しておりますが、町当局の考えをお伺いいたします。以上です。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 
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  「アサガミ建屋横の越波対策」の件について、お答えをいたします。 

  横浜地区では平成１６年の台風１８号の越波により床上、床下浸水の被害が多く発

生をし、町議会や横浜地区住民福祉協議会をはじめ、多くの町民から防災対策の要望

が出されました。このような状況の中、坂町といたしましては、国及び県に越波対策

を強く要望いたしました結果、現在広島県が国庫補助事業を導入して、越波対策工事

を実施しております。 

  広島県においては、当初横浜東１丁目からフルバトまでの区間で越波対策を計画し

ておりましたが、民有護岸であるアサガミ株式会社区間は、越波対策が実施されると

船舶の接岸が難しくなり、事業活動に影響があることなどから、当該区間は工事を実

施する状況に至っておりませんでした。その結果、御質問にもありますように、今年

度護岸のかさ上げが完了した横浜小学校前と、アサガミ株式会社前の既設護岸の境界

付近に高さが異なる区間が５ｍ程度生じております。これらの対応につきまして、広

島県に要望をいたしましたが、現時点では民有護岸などの理由から早急な対応は難し

いというふうにお聞きをいたしております。 

  御質問のアサガミ建屋横から越波侵入に対する危惧につきまして、横浜小学校前の

護岸をかさ上げしたことにより、横浜東地区の住居については、大きな減災効果があ

ると考えておりますが、アサガミ株式会社区間は以前の状況のままでありますので、

この区間の越波対策についても広島県は、なるべく早く調査を行い、離岸堤工事が終

了するまでは対応をしていきたいと聞いております。 

  引き続き横浜海岸の離岸堤工事の促進を図るとともに、町民の生命と財産を守る上

で、防災上必要な道路の整備、堰堤等を含めた河川や海岸整備の三位一体の防災対策

を推進してまいります。御理解と御協力のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（川本英輔議員） １０番中議員。 

○１０番（中 雅洋議員） 今、町長のほうから答弁があったんですが、当初は民有護

岸ということで、やはりちょっと難しいという面があったようでございます。答弁の

中には最終的には、もう一度県のほうも離岸堤の工事が終了するころまでには、何と

か対応を考えてみようというような答弁だったと思います。そこで、もう少し時間が

あるんでですね、１点ちょっとお聞きしたいんですが、町がもし県側に要望するとし

たら具体的にどんな形のが成り立つのか。例えば防災にこういった形で対応してほし

いというような具体的な案があったらちょっとお聞きしたいんですが、いかがですか。 
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○議長（川本英輔議員） 三宅産業建設課長。 

○産業建設課長（三宅信治君） お答えいたします。先ほど町長が答弁をいたしました

けど、アサガミ株式会社の前の護岸の対策ということは、非常に現状では難しいとい

うふうに考えております。今現在アサガミ株式会社と町道の間に壁がございますけれ

ども、そこらがあそこが町有地となっておりますし、海岸指定区域になっております

ので、そこらあたりの対策ということで、かさ上げをするとかですね、そういう方向

になるんじゃないかと思うんですけれども、その点につきましては、今後県のほうが

調査をいたしまして、そこら最適な方法をまた検討していただけるものと考えており

ます。 

○議長（川本英輔議員） １０番中議員。 

○１０番（中 雅洋議員） ここ坂町独自で何とかしろと、そこまでは要望も指摘もい

たしません。ぜひですね、離岸堤工事が並行するぐらいの間に、そういった話を持っ

て行って、ぜひ県の補助とか、国の補助も利用しながら横浜東地区に浸水しないよう

な一つだけ、１カ所だけ抜けるというのもちょっと気がかりなんで、ぜひそういう対

応を今後も続けてほしいと思います。特に町長のほうからなんかあるんでしたらぜひ

一言お願いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 先ほど御指摘がありました件につきまして、私も私なりに国・

県のしかるべき方と先般お話をいたしております。そういう中で確かに今の区間がな

かなか難しい状況であったけども、越波を防ぐためには、どうしても必要な施設とい

うことで、全体が完成するまでには、きちっと対応していきたいというようなお話も

いただいておりますので、引き続きそれが実現するようにですね、しっかりまた目配

りをしながら営業活動を続けたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ２番主枝幸子議員から「公園の環境整備の見直しと拡充」の

件を質問願います。 

  ２番主枝議員。 

○２番（主枝幸子議員） 「公園の環境整備の見直しと拡充」の件でお伺いします。 

  公園は町民の憩いの場であり、親子、地域の人たちとふれあい、また災害時には避

難場所としてとても重要な場所と考えます。数十年前の公園は、子供たちが遊具で遊
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んだり、鬼ごっこをしたりと、とても活気のあるものでした。しかしながら現在は、

少子化に伴い子供たちの遊ぶ姿も少なく、寂しい場所となっている公園もあります。 

  町長は、第四次長期総合計画の中で、「既存公園の活用として近隣公園、町内各地

区の街区公園などの有効利用を図るとともに、子供から高齢者まですべての町民が親

しめるコミュニティー活動の場として一層の活用を図り、行政と町民の役割分担に基

づく適正な管理運営を推進します」と言っておられますが、それはどのような方法で

しょうか。 

  私は、高齢化が進む今、高齢者の健康づくりや交流の場として、活用することも一

つの方法ではないかと考えております。日ごろから公園が集いの場となっていれば、

災害が起きたときも無意識に公園に向かうことができ、避難訓練の一助にもなると考

えます。公園の今後の活用について、町長に考えをお伺いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「公園の環境整備の見直しと拡充」の件について、お答えをい

たします。 

  現在坂町には大規模な地区公園である横浜公園、近隣公園である平成ヶ浜中央公園、

都市緑地として位置づけられている小屋浦憩いの森やその他の街区公園３２カ所と児

童遊園地５カ所の計４０カ所維持管理をいたしております。それぞれの公園は、規模、

年齢層及び使用目的に応じて、さまざまな利活用といただいており、幼児から高齢者

に至る多様なニーズにこたえるため、適正な維持管理、修繕を行い、効率かつ効果的

に利用をしていただいているところでございます。各地区にある公園は、地区の住民

福祉協議会にお願いをして、定期的な清掃、草刈り、遊具等の点検等を実施をしてい

ただいており、町では公園ごとに年２回の剪定、施肥、草刈りや公園パトロールなど

を実施し、不良箇所については早急に修繕など対応をいたしているところでございま

す。 

  また、各公園にはそれぞれの特徴を生かした広場、遊具、植栽等の整備がされてお

り、子どもの年齢層にあった遊びを、保護者の方が子どもたちと一緒に考えふれあう

ことが親子のさらなるコミュニケーションの向上につながるものと考えております。 

  高齢者の方には、散歩や休憩の場、さらには軽スポーツなどを通じて、健康づくり

やコミュニティーの場として活用をしていただいており、それぞれの地域で声をかけ

合い、一体となって創意工夫の上、子供から高齢者までそれぞれが一緒に有効活用し
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ていただくとともに、地元からの新たな遊具の設置など施設の改善要望があれば、行

政が現地調査を行い、地元と協議をしながら対応するなど行政と地域が連携してそれ

ぞれの役割分担のもと、適正な管理、運営に努めているところでございます。 

  坂町では、２１世紀健康増進公園ネットワーク計画に基づき、坂町の自然や公園な

どのネットワーク化を図り、歩いて楽しい道づくりの整備を推進することにより、ウ

オーキングを通じて町民の健康、福祉活動の支援も行っております。また、公園は議

員御指摘のように、防災拠点としても重要な位置づけの一つであり、先般の避難訓練

におきましても有効に活用されたところであります。 

  このような公園に親しむ取り組みが公園に向かう動機づけとなり、無意識のうちに

公園に向かう気持ちとなることを期待をいたしておるところでございます。御理解、

御協力のほどよろしくお願いをいたします。 

○議長（川本英輔議員） ２番主枝議員。 

○２番（主枝幸子議員） よく考えていただいていると感じ、安心しました。私も同じ

ように考えるのですが、特に２点提案があります。一つは特に高齢者向けに健康遊具

の設置を提案します。健康遊具とは、例えば体を伸ばす背もたれがアーチ状になった

ベンチ、足つぼを刺激する突起がある足つぼウォーク、屈伸運動ができる手すり、足

上げストレッチなど、いろいろあります。ウオーキングや散歩の途中ちょっとした時

間を利用して、だれでも気軽に立ち寄り、ストレッチや体の刺激をしたり、利用方法

はさまざまですが、高齢者が楽しみながら外に出て、体力の維持、健康面を考慮した

交流の場として活用を考えますが、いかがでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 三好都市計画課長。 

○都市計画課長（三好修平君） お答えいたします。高齢者向けの遊具ということでご

ざいますけども、現在坂町では平成ヶ浜中央公園ですね、そういったストレッチので

きる、あるいは健康遊具がですね、設置されております。各地区の公園にそれぞれ設

置というのはなかなか難しいところでございますけど、公園の利用状況とかですね、

そういったことをよく勘案しながらですね、いろいろと検討をしていきたいというふ

うに考えております。安全性にも十分考慮しながらですね、設置に向けて検討してい

きたいと考えております。 

○議長（川本英輔議員） ２番主枝議員。 

○２番（主枝幸子議員） できれば各地区に欲しいものなんですが、特に高齢者のね、
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健康維持、閉じこもり防止、それに高齢者がいることにより子供を見守ってもらうこ

とで、安全性にも期待ができるからそう思います。 

  それから、２点目が日ごろから利用する公園に、避難場所、避難ルートの地図をよ

く見えるフェンスに張りつけてはどうでしょうか。町内や町外から登山する人も多く、

だれでもわかりやすいことが大切だと思います。 

○議長（川本英輔議員） 黒田民生部長。 

○民生部長（黒田康也君） お答えいたします。避難場所、避難ルートの絵を張りつけ

たらどうかという御質問でございますが、去年避難訓練させていただきました。そう

いう中でいろんな検証をしていただきまして、その避難場所で実際よかったかどうか、

避難ルートでよかったかどうか、これから検討することが多々ございます。それらが

この避難訓練をする中で、ある程度確立された時点で、そういうふうなことは非常に

有効であろうと考えておりますので、検討してまいりたいと考えております。 

○議長（川本英輔議員） ２番主枝議員。 

○２番（主枝幸子議員） 部長の話を聞いて、少し安心しました。それから、暑い日差

し避ける日よけ、雨よけなど町民などが安心して、楽しめる交流場として、何が必要

なのかをさらに考えていただくことに期待しまして、質問を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） １番中川ゆかり議員から「坂町民の食育推進を」の件を質問

願います。 

○１番（中川ゆかり議員） 「坂町民の食育推進を」の件について、お尋ねします。 

  近ごろは健康食がブームになって、メニューやレシピをホームページに載せたり、

本になったりと話題になっています。 

  そこで、坂町も子供たちに人気の学校給食をホームページに載せてはと考えていた

ところ、横浜小学校のホームページに日ごとのおいしそうな献立が解説つきで載って

いました。町内の小・中学生は、平素このような四季折々に工夫され、愛情も感じら

れる給食を食べているのかと感激し、栄養士さんはじめ関係者に感謝しました。しか

し、この食育と題して、学校給食の献立、食育だより、食の指導などがされているこ

とを町民のどれだけの人が知っているでしょうか。 

  坂町には横浜小学校栄養教諭でもある給食センター栄養士と保健センターの栄養士

と２名がおられます。この栄養士２名の協力のもと、坂町民の広く全体的な食育に取
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り組む体制を構築すべきと考えます。町長のお考えをお伺いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「坂町民の食育推進を」の件について、お答えをいたします。 

  近年ライフスタイルや価値観の多様化などにより、食を取り巻く環境も変化をいた

しており、栄養の片寄り、不規則な食事、肥満や生活習慣病の増加など、食に対する

意識の希薄化が課題となっています。このような状況の中、子どもたちに対する食育

は、心身の成長及び人格形成に大きな影響を及ぼし、生涯にわたって健全な身体を培

い、豊かな人間性をはぐくんでいく基礎となるものであり、本町の小・中学校では平

成２２年度から横浜小学校に配置されている食に関する指導と、学校給食管理を一体

的に行う栄養教諭が中心となって、児童・生徒に対する指導及び保護者に対する啓発

活動を実施をいたしているところでございます。 

  栄養教諭による指導の具体的な取り組みといたしましては、各教科等で食の大切さ

を考えたり、サマースクールで自分で食事づくりをする体験学習や、食育授業などを

実施をいたしております。保護者への啓発活動といたしましては、給食試食会での食

に関する指導、学校ホームページでの各種取り組みの掲載、食育だよりの発行及び校

内掲示や児童・生徒の朝食調べを行うことにより、保護者に対して食の大切さに関す

る意識の向上を図っております。また、教育委員会が主催する食育推進協議会におい

ては、栄養教諭を中心に各学校の食育担当者が研修や実践行為を進め、食育の一層の

推進を図っているところでございます。 

  保健センターにおきましては、平成２２年度から管理栄養士を配置し、行政管理栄

養士としての研修等を重ねながら、地区において食生活の改善や子供料理教室、男性

料理教室など、食を楽しむための活動等を行っている食生活改善推進員に対する研修

や、乳幼児等の検診時や健康教室において食生活栄養についての指導を行うなど、食

育の推進等に努めているところでございます。 

  議員さん御指摘の横浜小学校の栄養士と保健センターの栄養士が、坂町民の広く全

体的な食育に取り組む体制を構築すべきにつきましては、来年度見直しをする健康さ

か２１計画の中で、検討を行ってまいりたいと考えております。御理解、御協力のほ

どよろしくお願いをいたします。 

○議長（川本英輔議員） １番中川議員。 

○１番（中川ゆかり議員） 昨日、教育長が発表された平成２４年度教育行政方針の中



－88－ 

に、「食育の推進があり、その中に食は生きる上での基本であり、知・徳・体の基礎

となるべきものであり、さまざまな経験を通じて、食に関する知識と食を選択する力

を習得し、健全な食生活を実践することのできる人間を育てる食育の推進が求められ

ています」とあります。食育の必要性は小・中学生はもちろんのこと、離乳食を始め

た赤ちゃんから老人まで食は大切なことと考えます。現在横浜小学校で行われている

ホームページに載せているものにレシピを載せて、坂町がホームページを立ち上げて、

町民の毎日の献立の参考になるよう、そして家庭でそれが見れない人に、公民館やコ

ミュニティーなどに申し込んだら見れるようにするとか、プリントアウトのサービス

が受けられるとかの現実的な推進が行われるべきだと提案しますが、いかがでしょう

か。 

○議長（川本英輔議員） 車地教育次長。 

○教育次長（車地勝司君） 御質問の内容でございますけれども、今の給食の献立等を

レシピ等でホームページ、それから紙媒体等で配布したらどうかということでござい

ますけれども、実のところ給食につきましては、実は町内の小・中学生、それから先

生方等で千数百食つくっております。それを家庭用にしますと、家族３人、４人等で

今の量とかですね、計算上かなりの時間を費やすんではないかと。計算する上でです

ね、給食をつくる、給食センターにおきましてそういう莫大なものをつくっているわ

けではございますけれども、このレシピにつきましては、家庭用のレシピにつきまし

ては、今後の検討課題とさせていただきたいと思いますので、よろしくお願いいたし

ます。 

○議長（川本英輔議員） １番中川議員。 

○１番（中川ゆかり議員） 検討のほうよろしくお願いいたします。 

  引き続きですね、本日いただいた答弁書の中に、「健康さか２１」の計画の中で検

討を行ってまいりたいと。「健康さか２１」の計画というのがありますが、そちらの

ほうで検討をどういう状況になるのかということをお待ちしたいと思います。 

  もう一つね、提案させてくだい。坂町・横浜小学校の栄養教諭、保健センター栄養

士の３者の協力のもとで推進がされるとすごく三者一体となりすばらしいことだと思

います。それを老人会やですね、そういうホームページに載せたり、レシピが載った

りすることで、老人会やサロンなどの献立の参考になったり、それを家に持ち帰って

日々の食事の参考にして、それを積み重ねることで元気な高齢者が広がって、先では
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病院がコミュニティーの場ということがなくなって、医療費の削減にもつながると考

えられます。提案に予算はほとんどかからず前向きに検討していただきたいと思いま

す。いかがでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えいたします。今の保健センターの

管理栄養士、それと学校栄養教諭等のですね、情報の共有とか、あるいは情報交換と

かそういったようなことについては、今後「健康さか２１」の中での検討とか、また

来年度そういう連絡会議とかそういう形で取り組んでまいりたいと思っております。 

  また、ふれあいセンター等においてですね、献立の情報の提供ということですけど

も、来年度管理栄養士と歯科の衛生士がですね、ふれあいセンターに出向いて行って、

食生活等の改善についての出前講座といいますか、そういったものを実施していく予

定で考えておりますので、そういったこと等活用しながらですね、ふれあいセンター

においてですね、高齢者の方の食生活の改善等についてのメニューでありますとか、

そういったものをですね、提案等させていただきたいと思っております。 

○議長（川本英輔議員） １番中川議員。 

○１番（中川ゆかり議員） 私が今回この給食のことに一般質問というのを取り上げた

のは、本当に子供たちに給食がすごく喜ばれて大人気なわけですね。それを広く町民

に知ってもらいたいということが大前提で、この提案をさせていただいております。

そして、先ほどから出ております「健康さか２１」というこういう冊子ですよね、こ

の冊子が平成２０年３月に作成されております。こういう坂町 健康さか２１、坂町

健康増進計画というものがあります。その中で第四部健康づくりの分野別計画１、栄

養食生活、この中に現在までの、これでですね、現在までの町の取り組みと現状を詳

しくお聞かせいただきたいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） 信川健康保険課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えをいたします。この「さか２１」

つくりましたときに、いろいろアンケートを採りまして、朝食の欠食率でありますと

か、あるいは肥満傾向が多いとかいうようなことの結果が出ておりまして、そういっ

たことを受けまして、食生活改善推進員さんを加入者を配置して、生活改善推進員さ

ん等に研修を行いながら食生活改善推進員さん等においては、その地区においてです

ね、例えば料理教室を開催したり、あるいは男性の方を対象とした健康料理教室を開
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催したりもしてるとこでございますし、あるいは健診等しておりますけども、その健

診等で栄養関係について、チェックが入った方については、また、そういう栄養改善

の食生活改善のですね、研修講習をやるということで、個別に通知をして、そういっ

た管理栄養士が入って、講義等を実施していると。そういったような形でですね、各

地区で行ったり、あるいは保健センターで行ったりというような形で、その栄養管理

についての、大々的なものではございませんけど、個別でそういった形で対応させて

いるところでございます。 

○議長（川本英輔議員） １番中川議員。 

○１番（中川ゆかり議員） 先ほどこういう結果をお聞きして、これからいろいろ推進

していただけるということで、現実的な推進をされることを願って質問を終わりたい

と思います。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木 喬議員から「特養・地域密着サービスの緊急整備

を」の件を質問願います。 

  ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 「特養・地域密着サービスの緊急整備を」の件で質問します。 

  昨年１２月定例会に引き続き、私の要望しました町民限定の小規模特養やたかね荘

の増床について、第五期介護保険事業計画に具体的にどう反映されようとしているか

を伺います。 

  まず、この質問書には分析資料をおつけしております。この資料の内容をご説明し

ますと、平成２２年の実績をもとに、給付費総合計に対し居宅、地域密着、施設、そ

の他の四つの大分類、１３の小分類をし、本町のそれぞれ１３項目の全体に占める比

率を出しております。同時に近隣府中町、海田町を参考に載せております。 

  この資料を見ながら前回の町長答弁のキーワードを御確認しますと、一つ目「特養

は広域型施設であり、老人福祉圏域ごとに整備がされる」二つ目「本町は施設系と在

宅系のサービスとの均衡あるサービスに努めるべき」三つ目、府中町との提案の差に

ついては「府中町の事情により整備を行っているものであり、それぞれ事情がある」、

四つ目「今後、小規模特養等の整備が必要と考えられるときは、保険料がさらに増額

するので、グループホームと同様、町民説明しながら検討」概ね以上と思われます。 

  では質問に入ります。 
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  １点目 まず⑤特養について、上記のキーワードと実績の矛盾点をただしたいと思

います。施設系差は資料のとおり、はまな荘、これは介護老人保健施設でありますが、

実績型に偏っているため、たかね荘老人福祉施設は、極めて希薄であり、近隣より２

ポイントから５ポイントぐらい低い。５ポイント低い。このことは本町における施設

系が十分とは言えない。出おくれているために近隣市町に坂町民がお世話になってい

る。前回指摘させていただきましたように、近隣府中町においては、介護老人福祉施

設２２年度１３％をさらに充実すべく、町民限定の小規模特養を２３年度新設してい

るわけでございます。ちなみに、高齢化率は１９.５％で本町の２５％よりも５ポイ

ントも低い。本町は特養において劣っている、おくれていることを町民に説明し謝ら

なければならない。見解を伺いたい。 

  ２点目 第五期介護保険事業計画平成２４年から２６年度について、④地域密着サ

ービスの拡充をお願いしたい。平成１８年に「介護予防と地域密着を充実しろ」と介

護保険法が改正され、はや６年も経過していますが、資料にお示ししたように、本町

は平成２２年度わずか１.２％で、近隣他町と比べて５から６ポイント出おくれてい

ます。本町では、２４年度稼働のグループホームをつくったことは焼け石に水でござ

います。次の一手は何かをお示しください。 

  なお、機会ルールで一問一答方式は５問までと決められています。微に入り細にわ

たる御答弁を申し上げます。なお、御案内したようにこの資料には添付資料がありま

す。以上で一般質問を終わります。よろしくお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「特養・地域密着サービスの緊急整備を」の件について、お答

えをいたします。 

  議員御承知のとおり本町におきましては、高齢者が地域で自立した生活が送れるよ

う介護保険事業計画に基づき医療、介護、予防、生活支援サービスの連携など、地域

包括ケアシステムの推進に取り組んでいるところでございます。 

  一方、第五期介護保険事業計画につきましては、高齢化に伴う介護給付費の増加や

平成２４年度から実施される介護報酬改定等に伴い、６５歳以上の高齢者が負担する

第１号被保険者の保険料の基準月額は４,５００円から５,４４０円と９４０円の増額

をお願いをせざるを得ない状況となっているところでもございます。 

  こういった状況の中で、施政方針において第五期介護保険計画の推進といたしまし
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て、小規模特別養護老人ホームの整備の検討掲げておりますが、第五期介護保険事業

計画では、地域密着型サービスである小規模特別養護老人ホームにつきまして、その

整備にあたっては本町の地域福祉拠点の一つとして位置づけ、給付費の増加に伴う保

険料への影響なども明示しながら、いろいろな視点から総合的に検討を行っていくこ

とといたしております。 

  御質問１点目の本町は介護老人保健施設に実績型で特養は希薄であり、特養におい

て劣っている、おくれていることを町民に説明し、謝らなければならないとのことに

つきましては、１点目に特別養護老人ホームは前回も答弁をしたとおり、広域型施設

と位置づけられており、本町のたかね荘には他の市町の利用者もおられ、また、他の

市町に所在する特別養護老人ホームにおきましても本町の利用者がおられるところで

あり、特別養護老人ホームの整備が近隣市町との利用者、給付費、さらには第１号被

保険者の保険料等に大きく影響してくることから、県が老人福祉圏域ごとに、調整等

を行いながら計画をいたしており、本町の特別養護老人ホームの給付状況をもって、

本町のみの判断で整備が劣っている、おくれているとの議員の見解は持ち得ないとこ

ろでございます。 

  また、２点目といたしまして、前回の答弁したとおり、また議員の資料にもありま

すように、本町は給付費に占める施設サービス費は４３％と他町を上回っております。

国や県は施設利用者の参酌標準を設定するなど、施設の整備を一定の範囲内に抑制を

して、施設から在宅へと進めているところであり、そういった中で居宅サービスや施

設サービス、あるいは介護保険施設等がそれぞれ役割分担と保管を行うことにより高

齢者のさまざまな支援を行っている中、在宅復帰を目的としている介護老人保健施設

の利用者が多いということが問題であるという議員の見解にも至らないところでござ

います。 

  御質問２点目の２４年度稼働のグループホームをつくったことは焼け石に水とのこ

とにつきましては、本町は御承知のように１万３,５００人余りの小規模な町で、６

５歳以上の第１号被保険者も約３,５００人であり、介護保険給付費が引き続き増加

をしている中、町民の皆様の負担を伴う介護保険施設等の整備、とりわけ町民限定の

サービスである地域密着型サービスの整備につきましては、町民の皆様の御意見を伺

いながら整備を進めていくべきと考えております。認知症高齢者グループホームの整

備につきましては、平成２０年３月に坂町住民福祉連絡協議会、坂町老人クラブ連合
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会など、四つの団体や町民の方々から町並びに議会に要望が出され、議会とも議論を

重ねながら平成２１年度から始まった第四期介護保険事業計画に必要な整備量を地域

包括支援センターと居宅介護支援事業者への聞き取り調査や、当時の他町での認知症

高齢者グループホームの入所率等からツーユニット１８人の整備を位置づけたところ

でございます。 

  また、整備にあたっては先ほども申し上げましたが、保険料に影響を及ぼすことか

ら各地区住民福祉協議会で説明会を実施し、町民の皆様の賛意を得たことから整備を

行っているところでございます。認知症高齢者グループホームにつきましては、この

ような経過を踏まえた整備をしているものでございまして、議員が言われる焼け石に

水との見解にも到底至らないところでございます。 

  安易な介護保険施設等の整備は、施設型による大幅な介護保険料の増額等を招くも

のであり、今後もこういった手順をしっかりと踏んだ上で、整備等を行うべきと考え

ております。今後とも介護保険事業を運営していくに当たりまして、高齢者の方が安

心して介護サービスが利用できるよう、引き続き健全かつ安定的な運営に努めてまい

りたいと考えております。御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○民生部長（黒田康也君） 議長、反問権の行使をお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 反問ですね。 

  黒田民生部長。 

○民生部長（黒田康也君） グループホームの整備が焼け石に水との議員の見解につい

てお伺いいたしたいと思います。 

  このグループホームの整備につきましては、これまで住民福祉協議会や老人クラブ

の代表の方、あるいは町内の有志の方からの町や議会に対する要望、さらに議会でも

グループホームに関する一般質問がございましたり、これらの議論等を踏まえまして、

平成２１年度からの第四次介護保険事業計画には、このグループホームの整備による

給付費の増加に伴いますところの保険料への影響を踏まえまして、議論、検討するよ

うに位置づけたところでございます。 

  これに基づきまして、平成２２年の６月から７月にかけまして町内の各地区で説明

会を開催させていただきまして、その結果を議会に報告させていただきました。この

グループホームの整備につきましては、これらの報告等をした後に、議会の賛同を得

た後に平成２３年度の当初予算にグループホームの整備費補助金を計上して、議決を
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いただいたところでございます。そして、本年４月、この４月の開所を目指して、現

在まで取り組んできたものでございます。 

  御質問によりますと、このたびのグループホームの整備は焼け石に水と柚木議員さ

ん断言しておられますが、この焼け石に水という意味は、努力や援助が少なくて何の

役に立たない、このたとえとして引用される言葉でございます。このたびのグループ

ホームの整備につきまして、先ほども申し上げました経緯を踏まえますと、これまで

の私どもの認識と相当乖離しているところでございます。 

  ここで、御見解を伺いしたいと思いますけど、まず１点目にこのグループホームの

整備につきましては、先ほど御説明させていただきましたが、これまで町民の方々の

意見要望や、議会での一般質問等での議論を踏まえた上で、議会と御相談しながら議

会の理解を得た上で、取り組んできたものでございます。これらの経緯を踏まえて実

施している今回のグループホームの整備が、なぜ焼け石に水なのか、真意をお聞かせ

願いたいと思います。 

  そして２点目、もしそのようにお考えでございましたら、どのような根拠に基づい

て我が坂町でどの程度の量のグループホームの整備が必要とお考えか。 

  それと３点目といたしまして、それに伴い６５歳以上の第１号被保険者が負担され

ることとなる保険料の増加をどのように考えられるのか。以上、３点について、御見

解を伺いしたいと思います。よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 暫時休憩をいたします。 

（休憩 午前１０時４８分） 

○議長（川本英輔議員） 柚木議員さん、３点ほど反問があったわけですけど、御理解

できましたか、質問には。 

  それでは、１問ずつ明確に答弁をお願いします。 

○１０番（中 雅洋議員） タイミングがどっちが先がいいんか。許可したのはいいん

だけどね。柚木議員が先に質問した後に反問権をするのがいいのか。先に反問権の答

えをこっちがするのか。気になるところなんじゃけどね。 

○議長（川本英輔議員） まず、反問権の答弁をしていただかないと、次の一般質問の

再質問に入れないもんですから、まず、これを先にさせていただきます。 

○１０番（中 雅洋議員） だから受けた時が気になったんよ。すぐ、再質問させオー
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ケーにしたから、だから普通再質問が終わった後のほうがよかったんかな思うて。 

○議長（川本英輔議員） それでは、ちょっと流れが悪いです。 

○９番（大田直樹議員） ここへ質問しとるんじゃけん、それに対して反問するんだか

らすぐでいい。 

○議長（川本英輔議員） ちょっと待ってください。 

  まず、今の反問について、まず、理解を示してもらえますか。それでよろしいです

ね。大丈夫ですか。 

○４番（柚木 喬議員） 当然ですね、５問ぐらい質問ありますけど、その内容が変わ

ってくるんで、そのことはやっぱり留意しなければいけないと思います。 

○議長（川本英輔議員） ですから、再質問は再質問でしてください。 

○４番（柚木 喬議員） はい。 

○議長（川本英輔議員） 今の反問に対して３問ほど明確に答えてください。よろしい

ですか。 

（再開 午前１０時４９分） 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 先ほど部長が言われましたことにつきまして、私がわかる範

囲でお答えをします。 

  これもこの反問権、残念でしょうがないんですが、実を言えば私は４月に町議会議

員になりましたけども、それ以前にこのグループホームの説明は、昨年６月ですか、

ごろからずっと順次あったんですね。私は町民の立場で参加しましたけども、この中

の空気というのはあくまでも町民はグループホームをつくるいう認識はほとんどなか

ったんです。特養をつくってくれという意思が強かったんです。そのことの取り違い

がまずあります。取り違いがあります。 

  それとふたをあけてみました。いいですか。金額の件ですけども１８万円とか２０

万円かかりますというようなことにびっくりされてました。よろしいですか。それと

もう一つ進みましたら、グループホームというのは、認知症の患者であることが条件

です。それに介護度が何がしということがあります。 

  したがって、ツーユニット１８名ですね、ツーユニット、９の２倍ですね、今度の
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御提案はツーユニット１８名。このことにつきましてですね、やはり認知症である人

の限定といういわゆる入居条件がついてくるということで、グループホームというの

は狭い範疇のものだと。あくまでも町民はあの時点では、特養を要望されてるという

ような認識を持ったわけでございます。そういうようなことで、今こういうような形

で質問をさせていただいてます。以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 暫時休憩します。 

（休憩 午後１０時５１分） 

○議長（川本英輔議員） 質問ではないんですよ。答弁を明確に答えてください。 

○４番（柚木 喬議員） だから、今、答弁したじゃないですか。 

○議長（川本英輔議員） 質問しましたと今言われたよね。 

○４番（柚木 喬議員） だからそういう意見を住民協のムードとして、そういう意見

だったからグループホームは十分じゃないということの意味合いを言いましたんで。 

○議長（川本英輔議員） それが焼け石に水の答弁ですか。３問質問があったと思いま

すけど、それ一つずつ明確にしてもらわんと、経緯とかいうものは、説明しなくてい

いんですよ。その問いに対してしっかりと答えていただきたいと思います。明確にで

すね。 

○４番（柚木 喬議員） だから１点目は、いわゆるあれですか。設備についての、設

備についての。 

○議長（川本英輔議員） 休憩ですか。 

○民生部長（黒田康也君） 言ってるは、これまでいろいろ住民協や老人クラブの方や

要望がございました。議会からも議員さんから一般質問で、早うつくってくれいうふ

うな要望もございました。それを踏まえて第四次の介護保険事業計画の中に位置づけ

たわけでございます。こういうふうな経緯を踏まえて、今、取り組んでいるグループ

ホームがなぜ焼け石に水なんか、その見解でございます。１点目は。 

○９番（大田直樹議員） わからんのじゃったら１点ずつやってあげてくださいや。３

つも一遍にいうけん。一問一答で。 

○議長（川本英輔議員） ちょっと待ってください、いいですか、議員さん。 

○４番（柚木 喬議員） よろしいですか。 

○議長（川本英輔議員） 質問待ってください。よろしいですかいう言葉をちょっと私
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に言わないでください。 

  ちょっと待ってくださいよ。今の３点を確認しますが、間違いないですね、理解は。

しておられますか。それをしないとまた、ちょっと答弁が横道にそれますので。 

○４番（柚木 喬議員） 今のことは四次介護事業計画において、取り組んでいるけど

もそれが何で焼け石に水かと言うんですか。 

○民生部長（黒田康也君） これまでの経緯を踏まえて四次介護保険事業計画へ位置づ

けたわけです。その中で今、取り組んでいるということについて、何も役に立たんこ

とをしよられるとおっしゃっておられるんですが、それがどうしてかなと、そういう

ふうな質問でございます。 

○４番（柚木 喬議員） そのことは焼け石に水というふうな表現に当たらないと思い

ます。 

○議長（川本英輔議員） いや、ちょっと待ってください。 

○４番（柚木 喬議員） いや、１点目はそうです。１点目はそのようです。 

○議長（川本英輔議員） だから１点ずつ、柚木議員、明確に、はっきりとあなたの思

いと、この焼け石に水という答弁をしてもらわんと、次の２問目に入れないわけです

よね。ですから１点ずつ、１点ずつやりましょうか。 

○９番（大田直樹議員） だから１点ずつやってあげんさいや。 

○４番（柚木 喬議員） いや、ちょっと待って。１点ずついうよりも町民の意見を反

映して、私は全体的なことで焼け石に水と言ってますんですよ。遅いということを言

ってるんですよ。設置が遅いということを申し上げてるんですよ、この焼け石に水と

いうのは。 

○議長（川本英輔議員） 設置が遅い。 

○４番（柚木 喬議員） 設置が遅いということを言ってるんですよ。 

○議長（川本英輔議員） 今、これは２０年かな、２１年からずっともういろいろ協議

をしてきとるわけです。すぐやったわけではないわけですよね。それと今、経緯を話

したように、住民協それぞれ議会、行政がともにやってきたものであります。その部

分について今、焼け石に水ということが、今、あなたに問われているわけでございま

すから、そこをどうしてなのかとはっきり言うてもらわないと、１点ずつやりましょ

う。 

○４番（柚木 喬議員） いや、１点ずつというよりもね、いいですか。１８年に介護
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保険法が改正されたいうのは御存じですよね、ですよね。平成１８年に介護保険法を

改正されて、その中身は何ですか。ちょっと確認しますけど。今、休憩ですね。 

○議長（川本英輔議員） ちょっと待ってください。 

○４番（柚木 喬議員） それはですね、グループホームがこうつくりんさいというふ

うなことが始まった年ですよね。 

○議長（川本英輔議員） ちょっと柚木さん、ちょっと待ってくだい。 

  ちょっと座ってください。 

  全然答弁するような気配がないわけやな、あなた。もうちょっと聞くことはないわ

け、答弁にしっかり答えるような発言をしていただきたい。そうすれば２問目に入れ

ます。３問目に入るわけですから、わかりました。そういう答弁をしてください。い

いですか。 

○９番（大田直樹議員） 反問された意味がわかってないんじゃないの。 

  黒田部長、理解できます？今のことに対して。 

○民生部長（黒田康也君） いや、ちょっと。 

○議長（川本英輔議員） そうでしょう。ですから１問ずつ明確にしていただきたいと。 

○副町長（中島充人君） 御質問にですね、２４年度稼働のグループホームをつくった

ことが焼け石に水ですというふうに書かれておりますので、だから今回のいろんな経

緯を踏まえて、今回第四次の計画に乗せて、今年度完成予定のグループホームをつく

りましたという経緯を踏まえて、今回の分がなぜ焼け石に水なのというふうにおっし

ゃるのか、お伺いしたいというふうに思います。 

○９番（大田直樹議員） だから、出す前に言われたんでしょうが。 

○議長（川本英輔議員） いいですか。 

○４番（柚木 喬議員） ちょっと待ってください。時期が遅いんだということが意味

です。そういう意味で。 

○９番（大田直樹議員） 違うだろう。 

○４番（柚木 喬議員） 時期が遅いんです。 

○議長（川本英輔議員） それで理解できますか。 

○４番（柚木 喬議員） グループホームが２４年度稼働できることが、時期が遅いん

ですということなんです。それがすべてです。意味合いとして。 

○議長（川本英輔議員） でしたら、それを答弁してもらって、理解できるかどうか、
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それは行政側が判断するわけでありますから、それで次にいけばいいんでわけですか

ら。 

  それでは、２問目はいいんですか、２問目もちゃんとできますか。発言、答弁は。 

○４番（柚木 喬議員） それはもう１問も２問も３問も含めてです。そういう意味で

すよ、これは。 

○９番（大田直樹議員） 一つずつ進めりゃええ、一つずつ。 

○４番（柚木 喬議員） だから早くしなさいということであって、結果として一個つ

くることが、必ずしも大手を振って通る話じゃないですよということを言ってるんで

す。 

○議長（川本英輔議員） そうじゃないんです。１問ずつ答弁をしてください。それは

同じ答弁になってもいいですから。それによって行政側も理解しますから。それでよ

ろしいですか。 

  一問ずつですよ。同じ答弁になっても構いませんから。よろしくお願いします。 

（再開 午前１０時５８分） 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 反問権について、お答えします。 

  私の焼け石に水というのは、あくまでも２４年度稼働がおくれてる。既に１８年度

からスタートしてて２２年度はこういうふうなさまざまな実績があるのに、坂町はわ

ずかこの１.２に過ぎない。したがって、２４年度の今回の稼働の１グループホーム

は少ないよと。出おくれているよというような意味合いでございます。 

○議長（川本英輔議員） １問ですね。はい、２問目は。 

○４番（柚木 喬議員） ２問目も同じくですね、なにしろ住民の要望にこたえており

ませんので、出おくれております。以上です。 

○議長（川本英輔議員） ３問目。 

○４番（柚木 喬議員） ３問目はですね、いわゆるこれもすべて１８年度の介護保険

の改正に基づく２２年度の実績を見た場合に、グループホームが２４年度から稼働す

るということについては、出おくれております。以上です。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 
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○議長（川本英輔議員） 暫時休憩します。 

（休憩 午前１０時５９分） 

○議長（川本英輔議員） 黒田部長、理解できましたか。 

○民生部長（黒田康也君） 今のは非常に理解ができないというのが我々の考えでござ

います。 

  なぜかと言いますと、休憩中ですね。 

○議長（川本英輔議員） どうぞ。 

○民生部長（黒田康也君） なぜかと言いますと、この議員さんこの一般質問の中で、

先ほども副町長が申し上げましたように、本町では２４年度稼働のグループホームを

つくったことは焼け石に水ですと言われとるわけです。焼け石に水というのは、どう

いう意味かと言いますと、焼けてる石に少々水をかけてもすぐ蒸発する。まあ、こう

いうことから少しばかりの支援とか努力では何の役にも立たないという意味です。い

うことは、グループホームに入る人が、入りたい人が２００人も３００人もいらっし

ゃる。にもかかわらず町は１８人ツーユニットしかつくってない。こういうことを焼

け石に水というふうに指しておるんだろうと考えております。 

  我々は第四次の介護保険事業計画をつくる中で、その時々のニーズをはかってまい

りました。平成２１、２２、２３の中での今、事業でございます。２０年度でいろん

なことを調査しまして、その当時確か坂町でこのグループホームへ入られたほうがい

いんじゃないかと思われるような方が、２４人確かいらっしゃったと思います。それ

を踏まえてツーユニット１８人をやろうということで位置づけて、議会にも報告させ

ていただきましたし、賛同いただきまして、そういう経緯の中でただほうじゃけんつ

くるというんじゃなくて、これは必ず６５歳以上の方が支払うことになる保険料には

ね返ってくるわけです。ですから、住民の方にしっかり説明して、きて、その中で介

護保険料が少々上がってもグループホームをつくってもらおうやというふうな意見が

すべての住民協でございました。坂、横、小屋浦すべて回りまして、北新地すべて回

りまして、そういうふうな意見でございました。これを踏まえてつくってきたわけで

ございまして、数字的にも到底焼け石に水とかいうふうなことは考えておりません。

もし議員さんがおくれていることをおっしゃられるのなら、焼け石に水じゃなくて、

もう少しほかの表現でされたほうがよかったんではないかと思います。 

○議長（川本英輔議員） それでは、小屋浦小学校の児童の皆さん、時間がきましたん
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で。 

○９番（大田直樹議員） あれじゃけど、柚木さん、あそこ削除してもらいんさいや。 

○議長（川本英輔議員） 再開はですね、再開を１１時１５分としますので、休憩しま

す。 

（再開 午前１１時１５分） 

○議長（川本英輔議員） 黒田部長、質問がある。 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 先ほどの黒田部長の反問に対しまして、再度黒田部長から発

言を求められておりますので、発言を許します。 

  黒田民生部長。 

○民生部長（黒田康也君） 再度お話させていただくようになるわけでございますが、

ちょっと申し述べさせてもらいます。 

  私が先ほど反問をさせていただきましたのは、このグループホームの整備につきま

しては、住民福祉協議会や老人クラブ、あるいは町内の有志の方からの要望が町や議

会にございました。また、議会の一般質問でも何回もいただいております。それらを

踏まえまして平成２１年、２２年、２３年、この３カ年といたします第四次介護保険

事業計画に、このグループホームの整備につきまして、いろんな議論を踏まえて検討

するというふうに位置づけたわけでございます。そうして平成２２年の６月、７月に

町内の各地で説明会を開催させていただき、そのときの結果はどの地区もグループホ

ームは介護保険料が少々高くなるが整備してほしいというふうな意見でございました

ので、これを８月の議会全員協議会へ報告いたしました。 

  これらを踏まえまして、このグループホームの整備に議会でも賛同していただきま

して、平成２３年度の当初予算で議決をいただいたところでございます。そうしてこ

の４月を目途に現在整備を進めているわけでございまして、このことについて柚木議

員さんに理解していただきたいと思います。これにつきましては、補足ですが、以上

でございます。 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 了解いたしました。ただいま黒田部長さんから反問を受けて

説明いただきましては、今後疑義がないように、生じないような質問に注意をいたし
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ます。よろしくお願いします。 

○議長（川本英輔議員） よろしいですか。 

  それでは、再質問に入ります。 

  ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） いわゆる特養、介護老人福祉施設につきましては、平行線の

答弁に終始してると思いますが、今現在ですね、本町で言えばたかね荘ですけども、

入居待ち状況は定員７０人に対して約１０倍ぐらい７００名弱の人が待っておるわけ

ですよね。そのうち約３割２３０名が坂町民と聞いております。先ほどの町長施政方

針並びに第五期事業計画の中で、町民限定の２９名定員の小規模特養、これを２６年

度で稼働１個つくるということを約束していただいてるわけですが、改めてこの確認

をしたいことと、後、グループホームについて、後２個毎年つくっていくというよう

なことを予定されてるみたいですけども、計画に書いてありますね、これ。計画に書

いてあるんですが、実を言えば小規模特養をつくってほしいというようなことで、予

算の絡みがあるかどうかをちょっと伺いたいと思います。以上です。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えをいたします。待機者につきまし

ては、前回の議会で町長のほうから答弁させていただいておりますけども、平成２２

年度の調査におきましては、坂町におきまして１１７人、うち在宅のほうが３２人と

いうことでいただいております。第五期の介護保険事業計画につきましては、小規模

特別養護老人ホームの１施設について、整備の計画にあげたというところでございま

して、この計画には盛り込みました。ただしこの整備につきましては、グループホー

ムの整備と同様に、今後各地区住民福祉協議会等で御説明を行いながら住民の皆様の

御意見を伺いながら整備の有無について、決定してまいりたいというふうに考えてお

ります。 

  また、グループホームにつきましては、今般一つの事業所を整備したと。２４年度

から稼働が始まるということでございまして、第四期にはグループホームについては

特に整備には盛り込んで、あ、ご免なさい。第五期については盛り込んでおりません。 

  認知症グループホームにつきましては、第五期にはこのたび２４年度から始まるグ

ループホーム１８人の定員のものと、今３人入られておりますけども、それは他の市

町で入っておられるところでございまして、２４年度から稼働が始まるグループホー
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ム一つだけの整備といいますか、それが稼働するというところでございます。 

○議長（川本英輔議員） いいですか。 

  ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 次にですね、いろいろと２点目の地域密着サービスの件にち

ょっと確認するんですが、これは平成１８年度に、実は介護保険は平成１２年に入っ

て、６年後に１８年に大改正があったんですよね。このことは町長、これ御存じだと

思うんですけど、１８年から介護保険は３期目ですよね。このことあれですね、どう

いう趣旨でどういうサービスが入って、どういう設備をつくったらええんかいうよう

なことをちょっとがあったと思うんですが、ちょっと大まかなことをちょっと御答弁

願いたいと思います。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） 少し細かいことになりますので、私のほ

うから答弁させていただきます。 

  平成１８年に地域密着型サービスという制度が設けられました。そのときに認知症

グループホーム、これ以前からあったところでございますけども、認知症グループホ

ームについて、地域密着型サービスと位置づけられたというところでございます。ま

た、その際、小規模多機能型居宅介護とかといったサービスも地域密着型サービスに

設けられたところでございまして、その際、以上のところでよろしいでしょうか、答

弁としましては。よろしいでしょうか。地域密着型サービスが設けられたということ

で、グループホームに認知症グループホームが地域密着型サービスに位置づけられた。

あるいは他のサービスとしましては、小規模多機能型居宅介護でありますとか、この

たびの議論であります小規模特別養護老人ホームというのが、その地域密着型サービ

スの中に盛り込まれたということでございます。 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） 今のをちょっと復唱しますと、要は１８年度からですね、④

のですね、地域密着型サービスを開設した年なんですね。三つ設備がありましてね、

デイの小規模特養とか、グループホームとか、もう一つ小規模多機能型居宅介護事業

所いうのが、三つぐらい設備があると思うんですけど、それを坂町民のためにね、坂

町で設置してくれというふうなことの意味合いだと思うんですね。この表の中で、④

の本町の④の表の中で１,２１４万２千円１.２％いうような、この１,２１４万２千
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円という数字は、この中身はどういうふうな中身かどうか、ちょっと伺いたいと思い

ます。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） 少し経緯を申し上げますと、平成１８年

に地域密着型サービスが位置づけられて、第三期の介護保険計画に当り配付してござ

いますけども、本町もその地域密着型サービスについて、どのようにするかという検

討の中で、当時グループホームにつきましては、１１人前後の方が入っておられたわ

けでなんですけども、そういった状況の中でグループホームを新たにツーユニットと

かワンユニットとかつくるようなニーズはその時点ではないだろうということで、第

３期におきましては、小規模多機能型居宅介護事業所の整備を位置づけております。

しかしながら、その第三期において小規模多機能型居宅介護につきましては、他の事

例と、あるいはその三期においては基準が厳しい、あるいはその登録制であって採算

がなかなかうまくいかないということでですね、事業所の誘致等に至らなかったとい

うところがございます。そういう経緯の中で第四期に入る際に、グループホームの整

備要望が出てグループホームを第四期に計画していったというところでございます。 

  それと経緯の中で、先ほどの１,２００万円につきましては、今３人グループホー

ムに入られておられますけども、その方の給付費のところでございます。 

○議長（川本英輔議員） ４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） ４点目の質問です。今の質問はですね、今の回答はですね、

平成１８年以前に坂町外のグループホームにお世話になっている人が、継続して入居

している費用なんですね。したがって、１.２％というのは、これは坂町独自施策で

は０％というようなことになるんですよね。なかなか地域密着型サービス１８年から

いわゆる改正されましてね、ことし２３年、２４年度になるんですけども、５年間こ

の地域密着サービスの施策いうんですか、いうようなことって、何か、なかったんじ

ゃないかなと思うわけです、数字の上でですね、いうようなことを思うんです。すぐ

挽回策を打ってもらいたいわけですけども、先ほど申し上げたこの地域密着サービス

の施設であります手つかずの小規模多機能型居宅介護事業所ですね、小規模多機能型

居宅介護事業所、これは実は介護予防、いわゆる支援１とか２の人も含まれる施設な

んですね。これもこの今の１８年度からですね、町としてつくったらどうじゃろうか

というふうなものがあるんですけども、具体的な設置予定があるかどうかのちょっと
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御説明を。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） グループホームにつきましては、先ほど

黒田部長の答弁がございましたように、町長答弁ございましたように第四期に入る際

に住民要望、あるいは議会の要望等、議論等を踏まえて整備に至っているものでござ

いまして、そういった経過、経緯を踏まえて実施したところでございます。 

  小規模多機能型居宅介護につきましては、第三期で一度計画としてあげさせていた

わけですけども誘致に至らなかったという経緯がございます。また、それを踏まえて

第四期につきましてはグループホームに至ったわけなんですが、当時坂町におきまし

ては第一期に赤字になっております安定化基金の償還中でございまして、また、当時

第三期に入る時点におきましては、入る前におきましては、介護保険料も県内で６位

というかなり上位なところでございました。そういった中におきまして、手順を踏み

ながらということで、第四期でグループホームを実施していたと。グループホームの

整備が今回できたということで、また、居宅サービスのある程度移行が進んでいると

いう中でですね、この第五期に小規模特養の整備を位置づけたということで、やはり

大きくない町でございますので、一つひとつ段階をおって整備して、またそれについ

ては町民の理解を得ながらやっていくというところで実施しているところでございま

すので、御理解をいただきたいと思います。 

○議長（川本英輔議員） 最後でございます。４番柚木議員。 

○４番（柚木 喬議員） この今のテーマ、私の質問のテーマですね、緊急整備という

ふうなことですね、意味合いはですね、私が思う二つありましてね、２６年度は第五

期のですね、介護事業計画の最終年度なんですよね。それ以降、私は国のことは知り

ませんけども、実際には１個あるかどうか知りませんけど、設備が終わっちゃう可能

性があるんですね。それともう一つ、いろいろと情報ですけど３.１１の絡みで予算

が回ってこないというようなこともちょっとここに聞いたんで、早うせんとですね、

設備をつくれんと思うんですね。だから緊急整備ということを、そのことを勘案しな

がらね、ことを進めていただきたいと思います。なかなかですね、裕福なこの町であ

るんですけども、ぜひとも介護難民を出さんようにしてください。よろしくお願いし

ます。以上で質問終わります。答弁はしていただいてもお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 
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○町長（吉田隆行君） 今、今までるる議論をさせていただいたわけでございますけど

も、先ほど民生部長も申しましたように、施設をどんどんつくることは計画して、不

可能でない部分もある。ただ、参酌サイズとかいうものがございまして、いろいろな

数値によって、またいろいろ変わることもございますが、あくまでもですね、財源が、

お金がついてくるわけでありまして、その議論なしではですね、これはなかなか難し

いんだと思います。それぞれ町民が６５歳以上の被保険者が、第１号被保険者がこれ

負担をしていかないといけんわけでありますんで、これを抜きにですね、なかなか整

備の議論もできないんじゃないかと思います。逆に議員さんでもそういうふうな御指

摘をされるんであれば、議員さんからも地域住民の方にこういう整備をすれば、この

程度の保険料のアップになると、そういうことを承知でみんなで整備をしようじゃな

いかというようなこともですね、ぜひともですね、住民の方に理解をしていただくよ

うにしていただきたいと思いますし、我々もそういう中で合意がいただければ、少し

ずつではありますけども、整備を進めていければというふうに思っておりますので、

ここら御理解のほどよろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ７番姫宮五鈴議員から「ニチイ・ケアセンター坂の存続に関

して」の件を質問願います。 

  ７番姫宮議員。 

○７番（姫宮五鈴議員） 「ニチイ・ケアセンター坂の存続に関して」質問いたします。 

  高齢化が進んでいく中で、介護サービス施設の拡充が切実に求められています。こ

の見地から今まで先輩同僚議員からもいろいろ提案されており、私も平成２１年６月

議会で質問させていただきました。今回はこれに関連した問題として、ニチイ・ケア

センター（旧名称アイリス）の存続に絞ってお伺いしたいと思います。 

  周知のようにニチイ・ケアセンターは、現在地に設立されて既に１０年を経過して

います。その間、坂町民を主な対象として入浴介護、運動療法・音楽療法などを実施

しております。今回、県道建設に伴ってケアセンターの移転の問題がおき、ケアセン

ターの存続を望む町民は不安をもって見守っています。また、ケアセンター側も坂町

内で営業できるよう望んでおられます。そこでお伺いします。 

  １．町当局はケアセンター側と話し合いをもっていますか。 

  ２．移設するとなれば、町内での換地等の問題にどのように対処されるのでしょう
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か。 

  現状及び将来の見通しについて、町当局の報告と見解をお伺いいたします。よろし

くお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「ニチイ・ケアセンター坂の存続に関して」の件について、お

答えをいたします。 

  県道坂小屋浦線につきましては、平成２２年８月事業認可を取得し、現在まで８件

の用地補償契約を締結をいたしております。引き続き広島県は契約締結に向け地権者

との交渉を行っている状況であり、坂町もできるだけ多くの地権者と契約締結ができ

るよう広島県に同席し交渉を継続をいたしているところでございます。 

  ニチイ・ケアセンター坂は土地を借地し、介護サービス事業を運営しておりますが、

施設のうち車回しの軒の一部が県道事業にかかっており、現在広島県が広島市南区に

ある株式会社ニチイ学館広島中央支店と補償のための交渉を行っているところでござ

います。 

  御質問１点目の町当局はケアセンター側と話し合いをもっていますかについてでご

ざいますが、県道事業は広島県の事業であるため、広島県が主体で交渉を行っており、

坂町は広島県に同席しているところでございます。このため、坂町が単独で話し合い

をすることはございません。 

  御質問２点目の移転するとなれば、町内での換地等の問題にどのように対処される

のでしょうかについてでございますが、先ほども述べましたようにニチイ・ケアセン

ター坂につきましては、施設のうち車回しの軒の一部が県道事業にかかっている状況

で、施設本体は県道事業にはかかっておりません。交渉内容につきましては、一般的

に公にするものではなく、また地権者との関係もあり具体的なことは報告することが

できません。 

  現在、広島県と株式会社ニチイ学館が交渉中であるため、坂町はその推移を見守っ

ている段階でありますが、町民の方が利用されておりますので、できれば車回しの機

能回復を行っていただき、現在地で介護サービス事業の運営を継続していただきたい

というふうに期待をいたしているところでございます。今後も町の幹線道路となる県

道坂小屋浦線の早期完成に向け、引き続き全力をあげて取り組んでまいります。議会

及び関係者の方々のさらなる御理解と御協力のほどよろしくお願いをいたします。 
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○議長（川本英輔議員） ７番姫宮議員。 

○７番（姫宮五鈴議員） 今の町長さんの答弁でかなりわかったんですけども駐車場が

なくなるんですよね、県道がばっと通ると。そうすると駐車場をどこにするかという

ことは、地権者の人とも一緒に相談していただいて、進めていただきたいと思います

けど、どうでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 三登建設部長。 

○建設部長（三登英生君） お答えいたします。先ほども町長のほうから答弁がありま

したように、今、大事な交渉の時期でございますので、内容についてはお話はできま

せんけども、いろんな提案ができると思いますので、いろんな提案をしながらニチイ

さん及び県さんにもですね、町のほうからいろんな提案をしながらニチイさんに引き

続き継続運営をしていただくことをですね、期待をしているところでございます。 

○議長（川本英輔議員） ７番姫宮議員。 

○７番（姫宮五鈴議員） 継続するためには、駐車場がないとどうにもならないので、

その点を地権者とニチイの人で三者でよく相談してやってください。お願いします。 

○議長（川本英輔議員） 答弁はいいんですか。 

○７番（姫宮五鈴議員） お願いします、できれば。 

○議長（川本英輔議員） 三登建設部長。 

○建設部長（三登英生君） お答えいたします。そういう点も含めまして、町側のほう

もいろいろな提案をして、引き続きそういうふうに機能回復をしていただいて、継続

運営をしていただきたいと思っております。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ５番出下 孝議員から「どう進める「人口減少」対応策」の

件を質問願います。 

○６番（出下 孝議員） 質問の前により質問内容を御理解いただくために、町内の地

区別人口及び小屋浦地区の高齢化率、小屋浦小学校の全校児童数の推移の資料を添付

させていただいておりますので、よろしくお願いいたします。 

  それでは、質問をさせていただきます。「どう進める「人口減少」対応策」の件に

ついて、御質問いたします。 

  町内で小屋浦地区のみ人口が減少し続けております。平成８年度に２,５９１人以

降、１５年間で５６４人減少し、減少率は２１.７％、年平均３７人減少し続けてお
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ります。平成２３年１０月現在２,０２７人になりました。 

  高齢化も平成１９年度２９.７％が、平成２３年１０月には３４％になり、年平均

１.１％ずつ上昇し続けております。ちなみに平成２３年の坂町高齢化率は第五次介

護保険計画によりますと２５.８％ですから８.２％も高い高齢化率となっております。

しかも１３町内会中１０町内会すなわち７７％がですね、１３町内会平均の３４％を

超えており、最高は４５.３％となっております。 

  また、１月３０日付の厚生労働省の推計では、２０６０年には日本の高齢化率は４

０％に達し、超高齢化のさらなる進行が予測されております。小屋浦地区ではこれま

でどおり推移すれば、２０６０人を待たず６年後に４０％に達することになります。

高齢化率が大きく進行しており、事態が差し迫っている状況にあると言えます。 

  また、少子化率も昭和２５年度小屋浦小学校全校児童数４５１人が、平成２３年度

には１０１人となり、３５０人減少し、減少率７７.６％と減少し続けております。

ちなみに２月現在では９７人二けたとなっております。 

  このような状況の中、小屋浦に隣接する呉市天応大浜に従業員約１,０００人規模

の自動車電装部品製造メーカー「ユーシン」が新工場を建設し、来年１２月稼働予定

であります。このことに伴い移住される多くの方が、通勤、通学が便利で住みやすい

小屋浦へ居住されることを歓迎し、期待しております。そこで以下のことをお伺いい

たします。 

  一つ．坂町や特に小屋浦地区への居住促進の誘致活動は行われたのしょうか。行っ

たのであれば、その結果はどういうことになっておりますでしょうか。 

  ２点目、少子高齢化で人口減少が進む中、今後小屋浦地区の住環境整備をどのよう

に進めていくのか。整備計画を示し、住民の不安を払拭し、安心と希望を与えていた

だきたいと思います。以上です。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「どう進める「人口減少」対応策」の件につきまして、お答え

をいたします。 

  本町は単独町政を維持し、自主自立の行財政運営を図るための施策として、子育て

支援住宅等の整備を行い、若い世代の定住化を促進をいたしております。平成ヶ浜地

区や坂東の一部地区では、新たな住宅も整備され人口が増加しているものの、その他

の地区では少子高齢化か進み、過疎化も懸念される状況でございます。財源の確保が
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厳しい中ではございますが、地域間の格差を解消し健全で均衡ある地域の発展を図る

ため、県道坂小屋浦線の道路整備、海岸や堰堤を含む河川整備の三位一体の防災対策

を実施し、防災面はもとり民生の安定、若者の定住できる環境整備を行っております。 

  御質問１点目の坂町や特に小屋浦地区への居住促進の誘致活動についてでございま

すが、先般呉市に進出される企業を訪問いたし、坂町についてさまざまな説明、紹介

をさせていただいたところでございます。 

  御質問２点目の小屋浦地区の住環境整備をどのように進めていくかについてでござ

いますが、本町ではこれまでも県道坂小屋浦線の整備、まちづくり交付金事業による

道路整備、ウオーキングトレイル事業などの２１世紀健康増進公園ネットワークの整

備、雨水排水対策を含む下水道の整備、町内循環バスの運行など、良好な住環境整備

に取り組んでまいりました。 

  今後の若い世代の定住化を促進するためには、こうした住環境の整備が不可欠であ

ると認識をいたしております。特に県道坂小屋浦線は本町のまちづくりにとって必要

不可欠な道路であることから、今後とも関係地権者や地域住民の方々の御理解、御協

力のもと全力をあげて県道の整備を推進してまいります。 

  この県道の整備及び県道を骨格としたまちづくりによりまして、地権者の方々の土

地利用に対する意識が変わってこられ、地元関係者の御協力のもと、供用区間を含め

た土地の有効利用及び民間活用が図られれば、新たな住環境の整備につながるものと

考えております。今後とも町民と行政が地域の発展をどのように図るべきかを真剣に

考え、目標を共有し一体となって活力あるまちづくりを進めてまいりたいと考えてお

ります。御理解と御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ６番出下議員。 

○６番（出下 孝議員） ただいまの１点目の質問に対しまして答弁がありました。坂

町についてさまざまな説明紹介をしたという答弁でございました。小屋浦促進住宅納

入普及率は本年１月時点でですね、７２.５％、多少入居に余裕がございます。そう

いった状況にありますが、この小屋浦促進住宅への入居要請については、要請はされ

ましたでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 先般ですね、実を言いますと議長さんと一緒にですね、海田町

のユーシンを訪問しましてですね、坂町の現状等も説明をさせていただきながら、も
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ちろんその小屋浦雇用促進住宅から企業まで、会社までが非常に近いというようなこ

と。あるいはベイサイドビーチ坂は休みのときは釣りもできるし、小屋浦でもできま

す。そういうすばらしい自然にも恵まれた町でありますということを説明をさせてい

ただきました。 

  企業のほうの考え方といたしまして、一応海田町の事業所がこっちに移ってくる。

それから県外からも移ってくるそうでございますけども、あくまでも県外からはです

ね、単身者というようなことを単身で来ていただくんだというようなことも言ってお

られました。また雇用促進住宅につきましても、雇用振興協会に聞きましたら単身赴

任も入居可能というようなことでありました。加えましてですね、一応よそから来ら

れる方ですね、県外なり県内でも住居を求めて来られる方につきましては、御本人が

ですね、あくまでも自分の居住をする場所を探していただいて、そしてそれに対して

企業としては補助を、住宅補助を出すんだというような制度になっておりまして、斡

旋はできないけども、一応こういう場所もこういう住宅もありますよというぐらいの

ことは、言わせていただきたいというようなとこまではですね、聞いております。そ

れ以上はですね、私どもといたしましても何ら特典もないわけでありますし、また、

あくまでも企業は呉市でありますんで、非常に難しいとこがございますけども、そう

いう意味での御理解をというようなことで、議長さんと二人で説明をさせていただい

た経緯はございます。 

○議長（川本英輔議員） ６番出下議員。 

○６番（出下 孝議員） 引き続き坂町のセールスマンとしましてですね、入居促進の

活動をお願いしたいと思います。 

  続いて質問いたします。小屋浦地区にはですね、町営住宅というものがございませ

ん。そのためにですね、どんどん今、人口が減ってですね、空き家がどんどんふえて

おるという状況にあります。雇用促進の雇用促進住宅ですね、この扱いについてちょ

っとお聞きするんですが、雇用開発能力機構がこの雇用促進住宅を持っとるわけなん

ですが、この雇用促進住宅を、あっちこっち全国にあるわけなんですけど、安芸高田

市がですね、４カ所の雇用促進住宅、これ４カ所で計３２０戸ほどあるらしいんです

が、これをですね、買い取りまして約２億円かかる見込みらしいんですが、買い取っ

てですね、人口をふやしていこうというようなことを決めておるんですが、坂町では

小屋浦の雇用促進住宅をですね、買い取って、そいじゃ先ほど言いましたユージンも
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来ますし、誘致しようというお考えはないですか、計画でもあればお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 三登建設部長。 

○建設部長（三登英生君） お答えをいたします。ただいまの質問は今ある小屋浦の雇

用促進を町のほうで購入をして、町営住宅として今後運営をしたらどうかという御質

問でございますけども、平成３３年に今の雇用促進住宅を全国で廃止する、あるいは

譲渡するいうふうに国のほうで決まっております。そういう中で雇用促進のほうから

小屋浦の住宅を町のほうで購入をして、管理をしたらどうかいう問い合わせが以前ご

ざいました。その中で町のほうがですね、いろいろ検討しました。土地や建物の購入

費、それで今現在雇用促進にはエレベーターがございませんので、エレベーターを設

置する費用と総額でですね、初期投資額が約７億円から８億円かかります。それでま

た大きな金額がかかる上に、建設年度が昭和６１年で、二十数年経過をしております。

今後も維持管理、修繕等の費用がかかってまいりますので、いろいろとですね、検討

した結果、町営住宅としては利用が、利用するためには大きな費用がかかるというこ

とで、今現在は購入は考えておりません。 

○議長（川本英輔議員） ６番出下議員。 

○６番（出下 孝議員） 今、説明のありましたように、小屋浦の促進住宅は昭和６１

年４月に運用開始して、現在２６年目に達しております。すぐということではないん

ですが、いずれこの促進住宅もですね、耐用年数５０年ぐらいになりますと、売却す

るんだろうと思いますが、そのタイミングを情報もとりながらですね、ぜひ小屋浦に

町営住宅を建設するということも御検討をいただきたいと思います。 

  次に、２項目の質問に移らせていただきます。人口減少について私は過去３回一般

質問を行ってまいりました。平成１９年１２月に「限界集落の歯どめを」というテー

マで質問させていただきまして、そのときの答弁が、若い世代の定住化を促進するた

めにも町民等行政が一体となって取り組んでいくという答弁でありました。その後私

も注視しておりましたが、取り組んだ形跡は見られないように思います。 

  ２回目が平成２０年の１２月「小屋浦地区の人口減少の歯どめを」というテーマで

質問させていただきました。このときの答弁が「県道の整備によって、地元関係者の

協力のもと供用区間を含めた土地の有効活用及び民間活用が図られれば、可住地域対

策にもつながるものと考える」という答弁でした。 

  ３回目が平成２２年３月に「可住地開発で人口減少の歯どめを」ということで質問
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させていただきました。このときの答弁が「県道を骨格したまちづくり等により、関

係地権者や地元関係者の協力のもと土地の有効利用や民間活用が図られれば、新たな

住環境の整備につながるものと考える」ということで、どうも答弁がですね、そこか

らですね、同じような答弁の内容になって、今回４回目となる質問をさせていただき

ました。今回の答弁もですね、先の２回目とほとんど似通った答弁でありまして、積

極的な前向きな答弁を期待しておりましたが、ちょっと肩の力が抜けたなというよう

な答弁であります。 

  第四次長期総合計画がスタートして、ことしで３年目になるわけですが、２２年か

らスタートしておりますから３年目となります。この中で基本計画で示されておる地

域別計画の小屋浦地区の整備計画では、住環境の整備や可住地対策などにより若者世

代の定住を促進するとあり、また、昨年の平成２４年度、昨日のですね、町長の施政

方針の中では、坂町第四次長期総合計画を今年度は計画を本格的に前進させる年とし

て位置づけておりますと述べられております。いつまでにこの計画を示されるのか、

再度お聞きをいたします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 第４次長期総合計画においてはそのような住宅を建てて確かに

おります。そういう中でこれまでの議会答弁でもある程度お話をさせていただいた、

答弁をさせていただいたというふうに思って認識をしておりますが、私もいろんなと

ころへ出張したり、東京に行ったりあるいは広島でもですね、地場のそういうデベロ

ッパー、あるいは東京に本社をおくデベロッパーにも出向いてですね、いろんなお話

をいたしております。そういう中でやはり今現状大変経済が、世の中が厳しいという

ことで、たとえその宅地を造成してもですね、なかなか売れる状態に至らんのではな

いかというようなこともあります。加えて、やはりその話は聞いてもいいけども消極

的なんですね。やはりいわゆる地権者、権利者、あるいは地域が本当にそういう気持

ちで取り組んでくるんであれば、話は聞いて、実現可能ならそれは前に進めてもいい

というとこまではいくんですけども、ここの平成ヶ浜を埋め立てしたときとか、ある

いは従前の各自治体の団地造成したおりのようなですね、いわゆる企業、デベロッパ

ーみずからが積極的にですね、そういうその展開をするような状況に今なっていない

と。 

  大変失礼なんですけど、言葉は悪いかもわからんですけどもそういう地域性はやは
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り勘案しながら彼らもそういう状態をつくっていくわけでありまして、そこらとうま

くですね、今の時節がらかみ合っていないというのがですね、現状なんです。しかし

ながら一応第四次長期総合計画の中へ盛り込んでおるものですから、これから機会あ

るごとにですね、そういういわゆる営業活動をしていきたいと思いますが、やはり地

元と行政、それからそういうデベロッパー、企業と一体となってですね、進めていか

ないとですね、今の状況ではなかなか議員さんがおっしゃるようなこともですね、あ

るようなあれが目標で立って、計画には立っておりますけど、そこまでなかなかです

ね、正直な話が進まない。それをどうやってですね、クリアして現実のものにしてい

くかいうことがまさに私も行政もそうでございますし、地域、小屋浦地区もそうであ

りますし、また、議会もやはり一緒になってですね、これ真剣に考えていければとい

うふうには思っておりますので、そこらも踏まえながらですね、現状をひとつ御理解

をいただきたいと思います。 

○議長（川本英輔議員） ６番出下議員。 

○６番（出下 孝議員） 私も保育所の入卒園、小学校の入卒園に顔を出すわけなんで

すが、そのときの第一声の質問がですね、園長先生やら校長先生に、ことしはどうな

りますかと。ふえるいう可能性はないんですかいう質問を第一声にするわけです。町

民の方もですね、そういうような状況を見まして、小屋浦どうなるんかいのう、こう

人口がどんどん、どんどん年寄りばっかりふえていうような声もよく聞くわけですね。

そこでこの第四次長計の中にもありますように、先ほど都市再生計画、これ坂町地区

の青写真がですね、見えてまいっておりますね。示されております。先ほど町長が言

われたようにですね、すぐにこれはこういうチャンスがきたからすぐにいうてできる

もんじゃないんです。計画を練ってですね、そしてそれを持っといたらチャンスが来

たら、おいと、こうやるべきものなんですよね。ですから、そういう町民の不安払拭

をするためにもですね、まず計画を住民協とかああいう団体と委託なり、あるいはそ

ういう組織をつくってもらって、検討してれというような動きをですね、していただ

ければと思うんです。そうしますと町民も、あ、こういうようなことを小屋浦の今後

のまちづくりは、こういうようなのを今検討しよるんじゃのうというような情報が流

れますとですね、一安心いうか、おう、やってくれよるんだな、検討してくれよるん

やなというようなことで、不安も和らいでくるんじゃなかろうか思うんですが、その

ところのスタートはどういうように考えておられますか。 



－115－ 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 実を言いますとこれまでもですね、何回か機会があるごとに、

小屋浦地区の関係者の皆さんには、どうだろうかというようなお話はした経緯もあり

ます。ただ、例えば小屋浦地区の地権者の方々と区画整理組合とか、そういうものを

つくられてですね、やっていかれるという方法あるんですけど、行政がですね、皆さ

んの税金をですね、計画に使うというのはですね、ちょっと性格がですね、違うよう

な気が私はすると思うんです。 

  そういう意味でですね、ぜひとも議員さんにもですね、地元でありますんで、しっ

かりそういう、どう言うたらいいんですか、こういうものが必要なんだということを

ですね、醸成をしていただきましてですね、そういう中でですね、地元住民協なり地

権者なり、また行政とかが一体となってですね、あるいはそういう今申しましたよう

に、民間のデベロッパーにも入ってもらって、聞くことは聞いてくれると思うんです

よ。そういう中で本当にその真に必要だという認識を皆さんが、もちろんそれは必要

なんです。必要なんですけども、それを地権者の皆さんも地域住民も行政も、またそ

ういうデベロッパーもこれをつくることによって、地域に貢献するんだというような

思いがですね、やはりうまくですね、融合しないとですね、なかなか今の時代はです

ね、前に進まんのじゃないかいうような思いをしております。 

  そういうために、行政も何を、どういうふうなところで汗をかけばいいかというよ

うなことは、十分認識をしておりますんで、そういう面で一つそういうふうな活動も

ですね、一緒にできればというふうに思っておりますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（川本英輔議員） ６番出下議員。 

○６番（出下 孝議員） 最後の質問になるんで、これで終わりますけど、これは小屋

浦地区、この計画はですね、地域別の計画いうのは、小屋浦地区だけでなくって、横

浜地区もですね、まだそういう青写真も全くできてないという状態であります。です

から、そういうことからですね、やはりやるんなら同じようなやり口でですね、坂地

区でやったようなやり方でですね、ぜひ御検討を願えればと思いますので、よろしく

お願いします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 午前中の会議はこの程度にとどめ、暫時休憩をいたします。
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再開は午後１時とします。 

（休憩 午後０時０７分） 

（再開 午後１時００分） 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 一般質問を行います。 

  ３番奥村冨士雄議員から「ウオーキングの交流拠点「まちの駅」の設置を」の件を

質問願います。 

  ３番奥村議員。 

○３番（奥村冨士雄議員） 「ウオーキングの交流拠点「まちの駅」の設置を」につい

て、質問を申し上げます。 

  一昨年「悠々健康ウオーキングの町」を宣言し、ウオーキングを推進する中で、３

月２５日の第１回坂町悠々健康ウオーキング大会の開催、産学官連携の月イチウオー

キングも５年目を迎え、町内外からのウオーキング客もふえています。そのほとんど

が坂駅をスタート・ゴールにしており、北口と南口にはウオーキングコースの案内板

があり、町内のコース案内表示も整備されてきております。駅付近に町やウオーキン

グについての情報提供の場や、交流、休憩の場がないのが現状でございます。 

  横浜ふれあいセンターがウオーキングセンターとして、ウオーキング道の紹介や写

真展示をしておりますが、立地的な面やＰＲ不足のため、その機能を果たしておりま

せん。 

  現在、全国で約１,７００施設、昨年広島市安佐北区の商工会内に広島県で初めて

開設されました「まちの駅」という制度がございます。町の窓口、情報発信の場とし

て、あるいは人々の交流サロンの機能としてのまちの駅は、今後も全国的に展開され

ようとしております。 

  駅に隣接しております町立図書館横はもう４年間もテナント応募者がなく、現在は

図書館の展示コーナーとなっています。ここをまちの駅として開設し、町の紹介やウ

オーキングなどの情報提供、町内外の皆さんの交流サロンとして、また特産品の展示

販売など、ウオーキングの町にふさわしい交流拠点としたらどうかと思いますが、町

長の見解をお伺いいたします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 
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○町長（吉田隆行君） 先ほどの奥村議員の御質問でございますけども、町長の見解を

伺うということでございますが、内容を拝見しますと教育委員会、特に生涯学習関係

のことがたくさん盛り込まれておりますので、教育委員会のほうから答弁をさせます

ので、よろしくお願いいたしたいと思います。 

○議長（川本英輔議員） 奥村議員、よろしいですか。 

○３番（奥村冨士雄議員） はい。 

○議長（川本英輔議員） 塚田教育長。 

○教育長（塚田秀也君） 「ウオーキングの交流拠点「まちの駅」の設置を」の件につ

いて、お答えいたします。 

  坂町では平成２２年８月１日、悠々健康ウオーキングの町を宣言いたしました。こ

の宣言を契機に町ぐるみでウオーキング大会を開催するため、町内各種団体、学校、

企業、行政等で実行委員会を立ち上げ、第１回目を３月２５日の日曜日に開催すべく

現在準備を進めているところでございます。町立図書館正面玄関横のコーナーでござ

いますが、この場所は以前喫茶コーナーとして活用してまいりましたが、平成２０年

度からは空室となっており、現在もテナントを募集しているところでございます。問

い合わせはございますが、なかなか成立していない状態で、現在は図書館の展示室と

して活用しております。 

  御質問の町立図書館正面玄関横のコーナーをまちの駅として開設し、ウオーキング

の交流拠点としてはどうかでございますが、まちの駅というのは、公共民間を問わず

まちの駅連絡協議会に対して設置申請でき、その審査をへて認められるという制度で

ございます。議員さんの示された広島県で初めて開設されたまちの駅は、商工会の一

部をまちの駅として利用されていますが、地域情報の提供、交流を促進する場として

の活用は、余りなされていないようです。 

  また、まちの駅として設置することになれば、会費等の必要経費や設置条件を満た

すための人員配置及び将来的なことを勘案し、設置は困難であると考えております。

しかしながら、町といたしましては、ウオーキング愛好者へのウオーキングの情報提

供や交流休憩の場は必要であると考えておりますので、このコーナーを町内のウオー

キング愛好者等からアイデアや協力を得ながらウオーキングの町にふさわしい発信場

所にすることについて、今後検討をしてまいりたいと考えております。また、横浜ふ

れあいセンターにつきましては、第１回悠々健康ウオーキングで５㎞コースの休憩場
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所として活用することにより、引き続きウオーキングセンターとしての機能を維持さ

せてまいります。 

  今後もウオーキングの町坂町として、ウオーキングを通じて、町内外の方々の生涯

にわたっての健康づくりと交流の促進を図ることを目標に、ウォーカー人口をふやし

てまいる所存でございます。御理解、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ３番奥村議員。 

○３番（奥村冨士雄議員） ウオーキングコーナーを検討してまいるというようなこと

でございますけども、一つ話題性ということですかね、まちの駅というのは、全国の

ネットワークということなんで、これがですね、市町村が加入する場合には６万円の

会費ということなんで、町内に２０カ所ぐらいは設置が可能ということなんですそれ

でもってね、そうすると、例えば図書館の横に１カ所、これは拠点としてのまちの駅、

それから例えば坂公民館とかですね、横浜ふれあいセンター、それから小屋浦ふれあ

いセンターとかですね、そういったとこにも、そこは職員もいますんで、コーナーと

してですね、まちの駅という形で設置も可能だし、例えば、町内の商店でもそういっ

た形で、さっき言いましたように２０カ所までは可能であるというようなことなんで

すね。そうすると全国にネットワークができるんと、そういったところにアクセスす

ることによって、坂町の情報も流れてくるということで、非常にいいんじゃないか思

います。 

  ただコーナーだけじゃね、やっぱりあんまり目立たんというんか、自分たちだけで

やるんじゃなくて、やっぱり全国につながるようなですね、そういう施設にしてほし

いなというのが現状なんですよ。だからかやっぱり情報発信というのがですね、うま

くやるということで、そのウオーキングの町坂町をＰＲしていただきたいと思うんで

すけども６万円の会費でですね、人の問題についてはですね、いろんな方法というの

がある思うんで、これはまた、例えばあそこを町が管理するんじゃなくて、どこかに

委託をですね、お願いすると今は月に家賃が４万９,５００円なんだけどもそれを安

くしてですね、どこかに委託するという方法もできんことはないだろうと思います。

そういったことにつきまして、お答えどうでしょうかね。 

○議長（川本英輔議員） 坂井生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂井眞智子君） お答えいたします。まちの駅について私もいろいろ

このたび勉強させていただきました。こちらの情報によりますと団体会員は一団体か
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ら２０団体が６万円でできるけど、市町村の場合は一団体で６万円というふうにお聞

きいたしているものですから、そこのところがちょっと議員さんとのちょっとお話が

ちょっと私の勉強不足かもわかりませんけど、そういうふうに情報を得ております、

現在のところ。 

  それで、難しい問題もありますし、これから皆さんにいろいろ要望ですか、それを

するときに、また町の個人の団体、団体２０団体と町がまた別のものであれば、どち

らが主になってやっていくかとかいう問題もありますので、もう少しこのことに関し

ましては、ちょっと難しいかなと考えております。 

○議長（川本英輔議員） ３番奥村議員。 

○３番（奥村冨士雄議員） きょうは町長の答弁が得られんかったんですけども、やっ

ぱりウオーキングの町宣言をしてですね、まず全国でもほとんどない中で、やっぱり

ウオーキングの町をどう特徴づけていくかという、あるいは取り組みをどうするかと

いうことなんですが、１年、大方２年近くたってですね、この３月２５日に第１回の

ウオーキング大会をしようというぐらいしか今までの取り組み、看板とかなんかはち

ょこちょこ設置されていますけども、そういう取り組みぐらいしかないんでですね、

やっぱり取り組み自体が積極的にそういう宣言をしたんならですね、取り組みをやっ

てほしいというのが現状なんですよね。さっきの話の中で、例えば、まちの駅の中で

ですね、特産品の販売ですよね、今、町内で特産品の販売をしとるとこがなかなか少

ないんですよね。それは何でかというと売れんからなんですね。今、町内のケーキ屋

さんがもち麦のドーナツを開発されて、結構販売しとってんですけど、そういったも

のとかですね、芸州さかうどんとかいろいろありますよね。そういうようなももの展

示して、販売できるようなスペースになればですね、それから一部売り上げ歩合をい

ただくというような形で、家賃のある程度の補てんといいますか、そういったことも

できるんじゃないかと思うんですよね。 

  だから町内の人もそうなんですけども、よそから来られても、ここがウオーキング

の町というようなね、雰囲気のところが全くないんですよね。それを一つは駅という

そのスタート・ゴールの場所でですね、そういうようなものを呼びにするということ

は、非常に大切じゃないかと思うんですけども、まちの駅がですね、その設置がなか

なか難しいということであれば、今のコーナーの問題なんですけども、将来的にはそ

のまちの駅とかですね、ものに移行してほしいんですけども、早急にですね、コーナ
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ーの設置をお願いしたいと思いますが、その点はいかがでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 坂井生涯学習課長。 

○生涯学習課長（坂井眞智子君） 先ほどの教育長の答弁にもありましたように、本当

にウォーカーの方たちにいろんな情報を発信しないといけないと考えておりますので、

コーナーは図書館の横に設置していきたいと考えております。今のところですね、机

とかいすを用意しまして、休憩ができるようにしたりですね、ルートとか、何ですか

ね、遊歩道の紹介とかというところで、やっていきたいなと考えております。それで

徐々に皆さんのウォーカーの方たちのニーズとかアイデアとかをいただきながらより

いいものを坂町にふさわしいよりいいものにしていけたらなと考えております。 

○議長（川本英輔議員） ３番奥村議員。 

○３番（奥村冨士雄議員） 今回の町長の方針、施政方針にしても、教育長の教育行政

の方針にしてもですね、やっぱり具体的にそのウオーキングに対しての取り組み姿勢

というものが余り伺えないというのがですね、ところじゃないかと思うんですけども、

そういう中で、ここに最後にですね、「生涯にわたって健康づくりと交流促進を図る

ことを目標に、ウオーキング人口をふやしてまいる所存でございます」というような

答弁がございましたけども、具体的にどういった方法でウォーカー人口をふやしてい

くのかという、その方策をお聞きしたいのと、それで、今の役場のホームページでで

すね、ウオーキングに関するような窓口というんでかね、ないんですよね。だから例

えばウオーキング大会がいつあるとか、例えば今ここを歩いたらいい景色ですよとか

ですね、そういった情報、ウオーキングに対する情報がないんで、ホームページ役場

のホームページやっぱりたちまちそういうページを出していただければ、結構ホーム

ページをたどってですね、来られるお客さんもいらっしゃるということで、そういっ

たことはすぐできることじゃなかろうと思うんですが、そのほかに具体的にですね、

例えば町としてどういったウォーカー人口をふやしていく方法というんですかね、そ

ういうものをちょっとお聞きしたいと思います。 

○議長（川本英輔議員） 車地教育次長。 

○教育次長（車地勝司君） お答えいたします。奥村議員さんがおっしゃられる方策と

申しますが、今現在教育委員会、町全体で第１回の坂町悠々健康ウオーキング大会に

向けて準備を進めておる次第でございますけれども、これを契機にということござい

ますけれども、町内外の方々に随分宣伝もいたしております。参加人員につきまして
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もかなりの数の参加者がございます。 

  また、こういうことをずっと続けることにおいて、町内外の方々に歩くことが健康

につながり、また、それで交流の場として使えるというようなことを周知してまいり

たいと考えております。今現在のところですね、３月２５日の開会を盛会に行えるよ

う本当に努力しておる次第でございますので、議員の皆様方も御協力のほどよろしく

お願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ３番奥村議員。 

○３番（奥村冨士雄議員） この悠々ウオーキングについては、非常に努力されとると

いうことで、人数もかなり集まってこられるような状況なんですけど、これも年に１

回でですね、やっぱり年間を通じて、そのウオーキングというものをＰＲしていくと

いう中で、やはりよそから来られた人がウオーキングをしたなというのをですね、感

じられるような場所として、今のその図書館の横というようものはですね、ぜひ活用

していただきたいということをお願いしましてですね、質問を終わります。ありがと

うございました。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ８番折出直幸議員から「坂町見守りネットワーク事業」の件

を質問願います。 

  ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） 「坂町見守りネットワーク事業」の件で質問いたします。 

  各自治体は、福祉の向上策としていろいろな取り組みを行っており、安全安心なま

ちづくりを推進しています。 

  坂町においても昨年から高齢者福祉の一環として、高齢者見守り事業を計画し、運

営の検討をしてきたところだと思います。目的は、ひとり暮らし高齢者や高齢者世帯

などが住みなれた地域で安心して生活できるように日々のあいさつなどの声かけや観

察等、安否確認などサポートする制度だと思います。 また、この制度は地域のきず

なづくりにも大きく貢献する重要な事業であり、大いに推進していただきたいと考え

ています。 

  そこで、坂町の高齢者安心見守りネットワーク事業のスタートにあたって、概要や

サポート体制の特徴など詳細をお聞きします。以上です。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 
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○町長（吉田隆行君） 「坂町見守りネットワーク事業」の件について、お答えをいた

します。 

  本町では平成２２年に実施された国勢調査において、一般世帯数が昭和６０年の４,

０５３世帯から５,１７９世帯と１.３倍となっているのに対し、高齢者単身世帯が昭

和６０年の２５０世帯から５７２世帯と２.３倍に。また、高齢者夫婦世帯が昭和６

０年の２９５世帯から７２４世帯の２.５倍になるなど、高齢者のみの世帯が増加し

ているところでございます。また、６５歳以上では１３人に１人、８５歳以上では４

人に１人が認知症の症状を有していると言われており、認知症高齢者の増加も見込ま

れています。 

  このような状況の中、町や地域包括支援センターでは、高齢者の方の相談や支援等

を行っているところであり、また各地域におきましても民生委員さんや近隣の方々な

どがひとり暮らし高齢者の方が認知症などにより、日々の生活の援助が必要な方につ

いて、さまざまな支援が行われているところでございます。 

  坂町高齢者安心見守りネットワーク事業は、住民福祉協議会や民生児童委員、老人

クラブ、女性会、消防団、商工会、警察など１７の団体機関の代表者からなる坂町高

齢者安心見守りネットワーク事業検討協議会において、事業内容等について検討を行

い、先日賛同をいただいたところでございます。この事業の目的は、地域の皆様が日

常生活や業務の範囲内での見守りや声かけなどによって、日々の高齢者の生活支援を

行うとともに、高齢者の方の異変を早期に発見したり、徘回等による行方不明の防止

や、行方不明となった場合に協力機関等にその方の特徴等を記載した行方不明情報を

迅速に伝えることにより、早期の発見につなげようとする取り組みでございます。 

  この事業を実りあるものとするためには、関係機関や地域の方々の協力はもちろん

のことでございますが、対象となる高齢者の方の情報を関係機関に提供する必要があ

りますことから、対象者の方の情報提供に対する御理解が必要不可欠となるものでご

ざいます。今後、本事業の啓発パンフレットを町内全世帯に配布し、町民の皆様に事

業の主旨をお伝えしてまいりますとともに、対象となる方には主旨を御理解いただき、

本事業への登録を積極的に推奨してまいりたいと考えております。こういった取り組

みによりまして、認知症についての正しい理解の促進と高齢者虐待の防止、そして高

齢者の方がいつまでも安心して暮らせるまちづくりに取り組んでまいりたいと考えて

おります。 
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  第五期介護保険事業計画におきましては、医療、介護による社会資源に加え、住民

の支えあいなどによる生活支援の推進を掲げております。今後とも住民の皆様と一緒

になって、町行政の推進を図ってまいる所存でございます。御理解、御協力ほどよろ

しくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） 私はですね、坂町の見守りネットワーク事業はですね、地味

ではありますが、いろいろな意味合いでですね、本当に大事な事業だと考えています。

先日ですね、ＮＨＫテレビで他の自治体の見守りネットワークは機能をしてないとこ

ろが多いと放送していました。坂町ではいい意味での田舎で、地域力があり、うまく

いくように感じております。そこでですね、事業がですね、顔の見える組織にしてい

かにゃいけんと考えるところです。だれが責任者で、地域責任者はだれとかですね、

組織表の公表も必要と考えてます。その辺の答弁をよろしくお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えいたします。議員さんおっしゃら

れるように坂町の地域力、住民福祉協議会でありますとか、老人クラブでありますと

か、消防内でありますとか、非常に活発に活動されておられまして、この事業の立ち

上げに当たりましてもそういった方々の、先ほど町長の答弁がございましたように、

そういった方々に検討協議会のほうに入っていただいて、議論させていただいている

ところでございます。 

  ただ、この見守りネットワークにつきましては、この事業はですね、息の長い事業

となるように、多くの負担をかけるということは、多くの負担をかけずに長く続けら

れるような事業にしたいと思っております。見守るほうもですね、見守られるほうも

双方にむりのない形で実施していきたいということで、特に代表者とか責任者という

のではなしにですね、地域の皆さん全員がそういった中でですね、心地よい見守りと

いいますか、そういったことをやっていただきたいと思っております。 

  ただ、そういっても何か起こった際にはですね、現場の対応として地域包括支援セ

ンターでありますとか、町のほうが速やかに対応していくような形で対応をとってい

きたいというふうに考えております。 

○議長（川本英輔議員） ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） 町長の答弁の中に対象者がすごい、対象世帯が大変多いよう



－124－ 

な形でですね、答弁あったんですが、今後のですね、事業のスケジュールとかですね、

この利用者数等見守り協力員のですね、数のほうはどういう形でから構成されとるん

かちょっと教えてください。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） まず、先日要綱を施行、見守りネットワ

ーク事業を施行いたしました。その施行前に事前にですね、新聞配達所でありますと

か、銀行、タクシー業界、コンビニ等にですね、一応この事業を少し説明させていた

だいて、事業立ち上げた際の協力機関になっていただけますかというような説明に行

ったところ、すべての事業所においてですね、喜んで参加したいというようなことを

いただいておりまして、２０社程度回っておりますけども多くの機関にこの事業に参

画していただけるんじゃないかというふうな感触を得ております。 

  また、利用者数につきましてはですね、行方不明の恐れの強い方について、事前登

録ということをしていきたいと思っておりますけども、事前にちょっと視察等で廿日

市市のほうに行きましたら１００名ぐらいの方が登録されておりました。本町におき

ましては、大体十分の一ぐらいになりますけども、立ち上がり当初ぐらいでいけばで

すね、１０名程度ぐらいから入っていくのかなというように考えております。 

○議長（川本英輔議員） ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） ある自治体ではですね、現在見守りネットワークをされてお

るとこはですね、の中で、見守りカードの使用とかいうような形でですね、報告シス

テムのような形をしとるんですけど、坂町の場合はどういう形になるんでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えいたします。先ほど言いました特

に行方不明の恐れのある方について、事前登録をしていきたいということなんですけ

ども、事前登録をしていただいた際に、その方の近所の方が、その登録された方が同

意した範囲内でですね、近所の方に協力になっていただいたり、あるいは近所によく

行かれる農協でありますとか、そういった商店等に協力機関になっていただくような

形で事業を進めていきます。 

  そういったときに、事前登録の際に提供いただいた身体の特徴と写真等を示したも

のを情報共有するわけですけども、そういった形での登録ということは行っていきま

すが、特にその方にですね、何か目印的なものをするということはですね、現時点で
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は考えてないところでございます。 

○議長（川本英輔議員） ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） できればですね、例えば違う話なんですけど、標語とか目的

がいるように感じております。例えばよそではですね、見守りで「孤独死ゼロの町

を」とかですね、「地域で高齢者の見守りを」とかですね、いう形の標語をつくっと

るみたいなんですね。坂町でもそういうのは検討の課題と思いますが、いかがですか。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） 今度全戸配布するためのパンフレットを

作成中でございますけども、まず、坂町高齢者安心見守りネットワークということで、

これ、優しい響きのように見えるといっていただければよろしいんですけど、そうい

った表題で出しております。また、それにワッカをずっとつけて囲んでいるんですが、

それがシンボルマーク的な形になろうかと考えております。 

  それと後、標語というわけではございませんけども、「いつまでも安心して暮らせ

るまちづくり」ということを真中に据えまして、そういった中でですね、この事業を

皆さんが一緒に参加していただけるような形で進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（川本英輔議員） ８番折出議員。 

○８番（折出直幸議員） 最後ですか。総務省からですね、高齢者見守りシステムとい

う形のとくったというような形があるみたいなんですね。それを実際に徳島のほうで

はされておるんですけど、これは商売人にですね、参加してもらって、店番をする時

間帯とかですね、配達の時間の部分でネットの利用をですね、されとるみたいなんで

すね。坂町は今からスタートするわけですから一遍には無理だと思うんですけど、将

来的にはですね、そういう取り組みもですね、ひとつ頭の中に入れておいてもらいた

いと思います。 

○議長（川本英輔議員） 信川保険健康課長。 

○民生副部長兼保険健康課長（信川正次君） お答えいたします。事業が開始して、し

た際にですね、年１回ぐらい協力委員とか協力機関皆さんに集まっていただいて、連

絡会議といいますか、を設けていきたいと。そういった中で、その事業の実施状況に

ついての報告でありますとか、あるいはその認知症についての講演会とか、そういっ

たものを開いていってですね、この事業が風化しないようにしていきたいと。その中
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でですね、皆さんの御意見そういったものがあればですね、ちょっと高度なところも

今ありますけども、そういった御意見いただきながら少しずつ意見の中で、そういっ

た提案があればそういったところで検討していきたいというふうに考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） １１番瀧野純敏議員から「町内河川及び側溝状況を聞く」の

件を質問願います。 

  １１番瀧野議員。 

○１１番（瀧野純敏議員） 「町内河川及び側溝の整備状況を聞く」について質問いた

します。 

  町内の河川と町道の側溝の整備は大方整備されているが、いまだに整備のおくれて

いるところがあるように思われる。まず、高尾川の新張下流から八幡神社下流までと、

小森川の保健センターから総頭川までの２カ所で、いずれも暗渠工事が施されていな

い。坂本郷の中心部に位置し、準主要町道でもあるべきところが、住民の安全安心の

ため事故が起きる前に転落防止等の処置をとるべきではないのか。町当局にお聞きし

ます。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「町内河川及び側溝の整備状況を聞く」の件について、お答え

をいたします。 

  小さな河川や側溝のふたがけによる道路拡幅など、町道の整備につきましては、通

行上の安全安心の確保、防災機能の向上、良好な住環境の創出など、さまざまな効果

があり、地元住民福祉協議会をはじめ関係者の御協力のもと鋭意整備を行っていると

ころでございます。 

  御質問の高尾川の暗渠工事についてでございますが、高尾川沿いの町道高尾川線は

昭和４０年、５０年代ごろまでは、道路幅員が２.５ｍから３.５ｍで車の離合も難し

く、歩行者にとっても大変危険な状況でありました。町では道路拡幅計画を検討する

中、沿線の地権者と協議を行った結果、諸般の事情により高尾川への暗渠工事は難し

いと判断し、高尾川に張り出す工法で、昭和４０年代と５０年代に国の補助事業を導

入して道路の拡幅を行っております。 

  そのため、御質問のとおり新張下流から八幡神社下流までは、高尾川が全面的な暗

渠ではなく一部オープンになっておりますが、当時は現在と比べ交通量も少なく大き
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な効果を発揮されたものと考えております。近年、町道高尾川線周辺では、多くの住

宅が建設され交通量や歩行者が増加をし、当時の状況と大きく変化しておりますので、

町といたしましては、現状を調査し、経費面も考慮した上で地元住民福祉協議会や地

権者の協力を得ながら暗渠工事の可能な箇所から検討していきたいと考えております。 

  次に、御質問の小森川の暗渠工事についてでございますが、小森川沿いの町道小森

川線につきましては、道路幅員が大変狭く、付近住民をはじめ保健センターへの利用

者などに大変不便を来たしている状況から、坂町はこれまで暗渠工事による道路拡幅

を行うため、地元住民福祉協議会とともに関係者と協議を行いましたが、諸般の事情

により現在の状況となっております。 

  しかし、町道小森川線付近に県道事業が計画されるなど、周辺の状況が大きく変化

しつつあります。町道小森川線は現在計画されている県道事業により一部区間幅員５

ｍの道路となる予定でございますが、現在のままの区間もありますので、この区間に

ついては現地を調査し、地元住民福祉協議会とも協議の上、地権者の協力を得ながら

転落防止柵の設置を含め暗渠工事の可能な箇所から検討していきたいと考えておりま

す。 

  坂町では引き続き住民の安心安全のため、県道事業をはじめとする道路行政の推進

に取り組んでまいります。御理解、御協力のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） １１番瀧野議員。 

○１１番（瀧野純敏議員） 町長がそこまで明確に答えられると何も言うことはないよ

うな気がしますんですがね、そうじゃないんですね。まず、この高尾川線、これはで

すね、今、何を言うかいうたらあそこのグループホームへ行ってきたんですね。そう

したらその前にね、川がある。半分埋めてある。しかし依然として赤白ポールやらト

ラロープが張ってある。さっき確かに問題になりましたグループホームに対して、こ

れはですね、１８年にある議員が言い、２１年から僕と大田議員で一生懸命になって、

大田議員は３年間もかかってずっと毎年言ってきた。それでつくりました。本当にあ

りがたいことです。これができたのでほんまに努力したと思います。 

  それはそれにしてそれは蛇足でございますが、それと次はここを通る人員、これは

ね、何が通るかというと今はあそこに高尾橋の森山橋が通れんからあそこをみんな通

るんですよ。そうしたらね、それに対する児童の数、これはですね、北新地から通う

のがですね、あこを通路にするなら６７、８名通ってるんですね、毎日朝。そうした
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ときに、ましてやグループホームの前、いい垣ができたのにね。もう一つ間にフェン

スがあった。フェンスいうと横の白いね、安全地帯ができとるんですよ。ついでにあ

れを取っ払えばね、児童に対する安全地帯にもなるし、それから道路は広くなるし、

坂町の自由道路ですけんね、今のところ、今のところ使用道路です。そこがそういう

状態で、だから小学校の前でも徐行徐行いうて書いてね、そういう問題が起きとるん

ですよ。だけどそれでも町長はやりますと言うてくれたんだからありがたいと思いま

す。 

  次、次にもう一つ続けて言っておきますがね、例の小森川、これは何があるかいう

たら確かに今の小森川を見とるとほんまに珍しく何十年もね、坂の中央線ですよ。本

郷のど真ん中になるあの川がね、防災河川かもしれません。その防災河川に対してで

すね、私が確かにさっき言うたように転落防止もない。確かに１番狭いところで２.

１ｍしかない。町民、あの保健センターがある。こういうときにですね、消防、防災、

それで災害のときにはどうするのか、町長。その辺をね、一遍何を考えなきゃいけん

か一つ。でも町長が今から先やろうとしたら、ここをね、今、私が強く言いたいのは、

高齢者が多くなっとるんですよ。それであそこを乳母車を引いたりして通る。僕は何

度もあそこを見て、角に立って雨降りなんか、きのうの雨降りなんかどうですか朝。

かさを持って、あの道路はですね、児童が１２０人通るんですよ。あの線路を渡って

平成ヶ浜から１２０人通る道路へね、柵がないんですよ。どうしてないか。何の理由

か知らんけどそこから上まで３００ｍないんです。でももう一つ言いたいのはね、あ

そこはウオーキングトレイル事業でね、ええぐあいにフェンスしました。何ですかフ

ェンスをしましたよ。それはね、あそこのお宮の角からずっと行って、総頭橋の上ま

でね、かっこいいですよ。だけど１００％じゃないですね、児童が通る中に後から教

育課に持って行かないといけないけどたった２３ｍですよ。両側にないんですよ。さ

っき言うたように雨降りの一昨日行ってみると車で傘をよける。かさをよければとこ

へ行くか。隣の家が鉄板ひいとる皆よけにゃいけん。それも１００人からの児童のと

きに、自動車が来るとね、もう子どもは右往左往ですよ。そういう状態の中に私が言

うのは、私はあの箇所に町がいう一つの方法があります。 

  何が言いたいかというと、私は町内河川及び側溝の進捗要望なんですね、実際いう

たら、そしたら町長は小さな河川や側溝の溝が崖によってね、道路を広くして、町民

の安心の確保、それからね、防災機能の向上、良好な暗渠、ここまで言ってくれると
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私今いうまと思ったが全部言わにゃいけんようになったわけですよ。そしたらですよ

ね、早くにどこまでやるかね。私は全部やれとは言いません。だけどその意欲がある

か。それだけを一つ聞かせてください。そのたった２３ｍができるのか、できんのか。 

○議長（川本英輔議員） 三登建設部長。 

○建設部長（三登英生君） お答えをいたします。先ほどの町長の答弁にもございまし

たように、現地をよく調査をしてですね、早急にどういうふうな方法が可能か、地元

住民協とも協議をしながらいろいろと検討をして、議員さんの期待にこたえたいと思

いますんで、よろしくお願いをします。 

○議長（川本英輔議員） １１番瀧野議員。 

○１１番（瀧野純敏議員） あのですね、もう一つ、あそこがですね、向こう側の６７

名、こっち側はですね、２３名通るんだけどね、考えとしてはあれで安全に通れるの

かどうか、そこだけ明確に一つ聞かせてください。 

○議長（川本英輔議員） 中村教育課長。 

○学校教育課長（中村輝彦君） お答えいたします。初めに町道高尾川線についてでご

ざいますが、現在総頭川１号線は通行どめということで、高尾川線が迂回路になって

おりまして、迂回路になる前にですね、教育委員会のほうから学校長に対して検討す

るようにということで、指示をしてまいりました。その結果、迂回路を変更するとい

う方法もございましたが、学校側、また保護者との協議によりまして、いろいろな諸

問題等含めてですね、今の高尾川線を交通量は確かに多くなりますが、高尾川線をそ

のまま通学路にするということが望ましいという学校と保護者の判断をいたしまして、

現在も高尾川線について通行をしているところでございます。 

  また、小森川線、小森川についてもですね、役場前の横断歩道からずっと今の小森

川沿いを歩いて平成ヶ浜の子供は通学するわけでございますが、確かに議員さん御心

配をいただいておりますように、柵がない区間がありますので、危険がないかと言え

ばそうでないということになるだろうと思います。しかしながら、教育委員会といた

しましては、これから児童生徒が長い人生を送る中で、車社会の中でその車に気をつ

けることと同様に、そういった危険も数多くありますので、そういった危険を回避、

みずからが回避するというような教育をですね、義務教育の中で徹底を図ってまいり

たいというふうに考えております。以上です。 

○議長（川本英輔議員） １１番瀧野議員。 
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○１１番（瀧野純敏議員） もう一つね、聞きたいのが側溝の件なんですけど、今、坂

町の中でですね、側溝の整備状態、これがですね、パーセントででるかでないかもし

れんけど、約どれぐらいまで整備ができとるんか。それとですね、これは車が通るん

でね、次から次から傷んでいくんですよね。だけどしてないところもある。その辺を

町長のこの意見の中から言えば、どれぐらいまで進んでおるのか、その辺を簡単に、

約でいいですからどこまで進捗しとるんか、それを聞かせてください。 

○議長（川本英輔議員） 三登建設部長。 

○建設部長（三登英生君） お答えいたします。整備状況の率についてはですね、ちょ

っと把握はしておりません。だから整備率がなんぼかいうのは、ちょっと数字が出ま

せんので御理解をいただきたいと思います。 

  それで、町の今の水路をどういうふうにするかいうことなんですけども、町とすれ

ば水路の管理はオープンのほうが管理がしやすいんで、できれば側溝にはふたをした

くはないんですけども、道路が狭い場合どうしてもその道路を拡幅するために、やむ

を得ず側溝にふたをしてるいうケースが、そういうふうにするケースがほとんどです。

町とすれはオープンで管理をしたいいうことで、水路にふたがしてない状況もあるの

が現状でございます。 

○議長（川本英輔議員） １１番瀧野議員。 

○１１番（瀧野純敏議員） 確かに部長が言われるのが正解でしょう。それは３０年前

の話です。今新しくできたね、団地に行ってね、側溝にふたがないのはどこにありま

すか、矢野町を回っても海田町を回ってもないですよ、新しい団地に行ったら。今の

答弁のいただき方というのはね、坂町でいえばね、みんなが言うように高齢化してき

とるんですよ。そうしたらまず小屋浦でいうたら営団地区、坂・横浜でいうたら鯛尾

地区、鯛尾に二つの団地がありますよ。側溝のふたが全くないんです。そうでしょう。

ほいたらよその団地へ行ったらどうです。クレアラインの上の団地、植田の団地どこ

へ行っても全部側溝、平成ヶ浜も全部側溝してあるんです。便利がいいん、それはそ

れぐらいは踏襲して先にいかにゃいけんのですよ。だから新しい団地へ行ったら全部

そうなっとるんですよ。そういうことをいいよったら電柱と一緒でね、電線は上を通

すもんじゃいうけど、これはうそなんですよ。もう今は地下に埋葬するような時代が

きたときにね、その辺を今度考えにやいけんのです。そうすればどうかいうたら年寄

りがついて歩く、まずそれを一個いいましょうよ。 
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  まずね、あれは月見橋やね、農協の前、農協の前の橋、今でいやふれあいセンター

のもとのアイリスの前の道路あそこ幅が広いんですよ。４ｍぐらいあります。側溝も

してありますざーと左側、朝でも歩くなり車が通ってみなさい。かたかた、かたかた、

かたかた、グレーチングは五つしかしてないんですよ。後は全部こうある。そこをね

雨降りに車が通る、今は保育所児が通るんですよあそこ車と、保育所に行くのに、そ

うしたときに歩くとき年寄りだったらあのグレーチングの間、側溝の間につえを突っ

込む。女性の若い女性だったらパンプスを突っ込む。傷をつける。それはね、あそこ

だけではない。あそこですからね、やってない。ほだら駅の前どうですか。この間や

ってもらいました。右側は依然として側溝に穴があいたままです。今ね、国道３１号

線もですね、ずばっと穴があいとるとこ、全部ぞうりのような蓋がぽんぽんしてある

んですよ。植田地区を回ってみてください。これぐらいしてあるんです。だから今か

ら先はですね、何があろうが側溝を埋めてくる。掃除が難しいんなら上条にもありま

すよ、上条のトンネルを過ぎて何で３０ｍだけグレーチングをして後をしてないんで

すか。何でなんですか。だからね、今から先はそれだけを次から次からやっていくよ

うに、そりゃもう写真を撮ってみなさい、町長なんならすぐにでもお持ちしますよ。

それはね、私もやってる町長も三日にあげず会って朝早うに町内回りよりますよ。だ

から、だいたいのことはご存じだと思いますけど、とにかくね、今言うのは私はたっ

たこれだけの一問ではあるけど河川を、河川をそうやってやるのと、それから側溝を

もう少し本気で整備してやれば、今から先の高齢者に対して、あなたの自分とこの前

でふらふらっとして落たらね、確かにここは４５㎝、深さは４、５０㎝ですよ。です

が高齢者にしたらあそこで倒れたらね、足でも折れるんですよ。だから今からこの問

題を少し上を見ずにね、下も見て町内の河川をもう一度あれだけいい今から町道をつ

くりますね、あの町道の側道、かいこ部ですか絶対ないですよ。今あこに二つでき、

一個できておりますねあの上に、それでも両サイドはきれいに側溝がついております。

だからそういう考えをせずに、踏襲して新しい道路だけじゃなくて、古い道路高齢者

の歩く道路もそれをつけてやってもらいたい。 

  その中で一つ早くに言いたいんじゃが、一つだけ、これ蛇足でございます。今の谷

の上、あそこにですね、県道ができて立退がありました。あそこに珍しく僕がいつい

うたんかね、この１２月に質問したんです。あそこへ行ってざっと幅が２.２ｍのこ

まが３０ｍ、合計で６ｍの道路ができたんですね。恐らく今月いっぱいにはあれ開通
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するでしょうよ。その点はほんまに鮮やかにやったんですが、今度はこの問題も少し

ずつ金がないんだからできるわけでない。だけど一カ所、一カ所高齢者がおって、ち

ょっと難しいどうということでもいいですから近くに、下から下からでもやっていく

ことを一遍町長の口から断言できることを一つよろしくお願いします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 将来全域にわたりまして、そういう基盤整備と申しましょうか

道路を含めた地域住民の安心安全を考えた整備を進めてきております。小屋浦、横浜

等々も例えば雨水の関係であれば、ポンプ場をつくったりとか、いろいろなことで、

あるいは急傾斜、危険な箇所はかなりこれも投資をいたしながらやってきております。

道路につきましては、今、議員さん御指摘のとおり坂本郷が一番おくれております。

これはもう間違いございません。何とかやらにゃいけんという思いで計画を立てなが

ら少しずつ進めておるんですけども、これやっぱり関係者の皆さんの理解と協力がな

いとですね、なかなか前に進めない。それと新しくつくった、できた、そういう団地

とか、例えばこの平成ヶ浜含め植田の団地もそうでございますけども、小屋浦もそう

でございますけど、ああいう新しく何もないとこへつくる団地いうのは、そういう企

画で今の時代にあった設計で施工するもんですからきちっとした、しっかりとしたイ

ンフラ基盤整備ができたものができ上がるわけでございます。 

  それと今の坂本郷を比較していただくとですね、ちょっとやりようがないような気

もいたしておりますが、いずれにしましても、先ほど高尾川線にしましても私も以前

からですね、あれ何でああなっとるんだろうかというようにずっと思っておったんで

す。そうするとそれを工事をやるおりにですね、いろいろな諸般の事情によりやむを

得ずですね、そういうふうな張り出しというようなことになったんだというふうなこ

とも聞いておりますが、いずれにしましても、今、御指摘がありましたとおり、坂が、

坂本郷が一番道路がおくれておりますんで、この点につきましては、これから大変予

算厳しいわけでございますけども、まちづくり協議会や県道骨格まちづくりというこ

とで、県道もどんどん新設もつくっていくようにいたしておりますが、既存のですね、

道路につきましても関係者の皆さんにいろいろとお願いなり御相談をさせていただき

ながら、できる箇所からですね、財源の伴う範囲で鋭意そういう整備はしていきたい

というふうな思いは強く持っておりますんで、御協力のほどよろしくお願いいたしま

す。 
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○議長（川本英輔議員） １１番瀧野議員。 

○１１番（瀧野純敏議員） 確かに町長が言われたとおりこれからの町民の安心安全な

まちづくりの行政は確かに進めてください。そしてその中でどうしても隅々のですね、

端々私は重箱の角を突つけとはいいません。だけど町の中ではやはりね、端々に、今

のいう角角まで目を回してやって、行政の皆さんと一緒にやっていただきたいと思い

ますが、一つよろしくお願いいたします。返答はいりません。 

○議長（川本英輔議員） 答弁いりませんって。 

吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 今、御指摘のことにつきましてもですね、もちろん議員の皆様

からもいろいろ御指摘がございます。それから、また各住民福祉協議会とも常にそう

いう面では意見交換をしながら、情報交換をしながら各住民福祉協議から毎年要望が

出てくるわけでございますけども、そういうものを踏まえ極力ですね、財源の捻出を

いろいろ工夫しながら要望にこたえるような努力は、これまで以上にもしていきたい

というふうに思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ５番中下 伸議員から「各学校トイレ改装」の件を質問願い

ます。 

  ５番中下議員。 

○５番（中下 伸議員） 「各学校トイレの改装」の件で質問いたします。 

  先日ニュースで学校のトイレは５Ｋ、汚い・暗い・臭い・怖い・壊れていると嫌わ

れ、また排便をすると冷やかされたり、いじめられたりすることから、排便を我慢す

る子供が多く、子供たちの健康に及ぼす悪影響があるという報道を見た。また、その

件に関して調べてみると「トイレが荒れると、学校が荒れる」という記事があり、そ

の中に「掃除が行き届いていないというのは、先生の管理不足」という声があるとい

う。 

  私も小学校や中学校を訪問をしトイレを使わせていただくことが多々ありますが、

タイルとひび割れ、尿石がたまり、異臭がする。私も孫が坂小学校に通っており、孫

とその友だちにトイレのことを聞くと前記と暗くて怖いから余り学校のトイレは行き

たくないと、まさに５Ｋでありました。 

  私だけではなく、保護者、他校から訪問される方もトイレを使うことはあるかと思
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います。その訪問された方々が我が坂町の教育場のトイレは汚いと感じられるだけで

も私たちの管理不足と悪評される。皆さんはこの現状をどう思われますか。町当局の

見解をお伺いいたします。 

○議長（川本英輔議員） 塚田教育長。 

○教育長（塚田秀也君） 「各学校トイレ改装」の件について、お答えいたします。 

  本町の小中学校におきましては、児童・生徒の安全確保及び災害時における地域住

民の避難場所を確保するため、耐震診断の結果により耐震化が必要とされたすべての

学校施設の耐震化事業を平成２２年度から平成２３年度の２カ年で実施し、完了をし

たところでございます。 

  この耐震化事業実施の際には、既存の状態で耐震性を有し、耐震化の必要がなかっ

た学校も含め、すべての小・中学校におきまして校舎内部、外部の改修を実施し、ト

イレにつきましても、それぞれの学校の状況に応じて衛生機器の取りかえやタイルの

張りかえ、照明器具の取りかえなど必要な改修を実施し、教育環境の向上を図ってま

いりました。 

  このため議員さん御指摘の暗い、壊れているといった実態はございませんので、現

時点におきましては、改修の必要はないと考えておりますが、今後、設備に不具あい

が生じた場合は迅速に対応してまいります。 

  一方、トイレを含む学校施設の維持管理につきましては、日ごろから各小・中学校

の校長に対し適切に実施するよう指導しているところでございます。特にトイレなど

の衛生面に配慮を要する箇所につきましては、常に清潔保持に努めるとともに、定期

的な点検を実施することが重要であり、これらを怠れば児童・生徒の心身の健康増進

を図ることはできません。 

  このようなことから、今後はさらに指導を徹底し、教育活動が安全で良好な環境の

中で実施されるよう一層努力してまいりたいと考えております。御理解のほどよろし

くお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ５番中下議員。 

○５番（中下 伸議員） 再度質問します。今、答弁の中で耐震事業の際に、各学校の

診断の結果によりトイレなども改修やらなんかが終わっとると書いてありますが、こ

れはいつ見られたんですか。 

○議長（川本英輔議員） 中村学校教育課長。 
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○学校教育課長（中村輝彦君） お答えいたします。先ほど中下議員さんがおっしゃら

れる件に関しましては、耐震補強という面でございますが、耐震補強は平成２２、２

３年等実施をしてまいりました。その前段階としまして、耐震診断を実施しその耐震

診断の結果によりまして、耐震補強を実施したということでございまして、この耐震

補強工事とあわせて、先ほど教育長の答弁にもございましたとおり、トイレの改修も

含めた町内すべての小・中学校の施設の改修を実施したということでございます。 

○議長（川本英輔議員） ５番中下議員。 

○５番（中下 伸議員） 私も先般来学校で研修会ですか、先生の研修会などで参観し

たんですが、そのときも同じように、どこをどう改修したんか知らんのじゃが、タイ

ルとか異臭とか、尿石がたまって、掃除は生徒に任すんかどうか知りませんが、生徒

も水を流したらそれで終わりなんですよね、トイレの掃除等。 

  私は何が言いたいのかいうたら何でも坂町は今厳しい厳しいいうて、銭が厳しいや

けん、何にもできんのよいうていうばっかりで、このトイレなんか、毎日のことであ

りますが、２、３日前も行って見るのに、やっぱり臭い、汚い、タイルがはげとるん

で、どこを改修したんですかね。私はようわからんのじゃがね。いつ見たんか、いつ

したんか、ようわからんのじゃが、そこらのところ教えてくださいや。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 暫時休憩します。 

（休憩 午後１時５５分） 

（再開 午後１時５５分） 

○議長（川本英輔議員） 中下議員さん、トイレはどこですか、場所は。１階ですか、

２階ですか、３階ですか。どこの箇所かちょっとそこをちゃんと言うてもらわんと。 

○５番（中下 伸議員） 坂小学校１階です。 

○議長（川本英輔議員） １階ですね。 

○５番（中下 伸議員） はい。 

○議長（川本英輔議員） はい、わかりました。 

  休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 中村学校教育課長。 

○学校教育課長（中村輝彦君） お答えいたします。各小・中学校のトイレの改修につ
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きましては、改修以前に不備のあった衛生機器でありますとか、外壁、タイルの損傷

等、タイルの欠損とかですね、損傷等がある箇所については、そのタイルの張りかえ

等実施し、また学校施設のトイレでございますので、トイレブースの不備なトイレブ

ースの取りかえ等実施しまして、施設に不備があるという中下議員さんの御指摘は、

改修済みでございますので、ないというふうには思っておりますが、議員さんおっし

ゃられるように、悪臭がするという点に関しては、先ほど教育長の答弁にもございま

したように、せっかく施設の整備をしても適切な管理なくして良好な環境には保つこ

とはできませんので、議員さんが感じられたその悪臭がするということがもしあった

とすればですね、それは管理が行き届いてない、点検が行き届いてないということで

ございますので、教育委員会といたしましては、今後一層施設の管理につきまして、

校長にそういった施設の点検、掃除が、トイレの掃除とかですね、その掃除後の点検

を確実に実施するように再度校長のほう指導してまいりたいと考えておりますので、

御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ５番中下議員。 

○５番（中下 伸議員） もう一つ質問します。今、予算を組んでないんでしょうが、

この月に一遍か週に一遍か、どっちかで業者を入れて、きれいにしていくようなこと

はアタマにはないんですか。 

○議長（川本英輔議員） 中村学校教育課長。 

○学校教育課長（中村輝彦君） お答えいたします。現在のところ業者を入れて掃除等

の管理をするという考えはございません。教育現場でございますので、掃除も教育の

一環でございます。児童・生徒がみずから使うトイレを掃除するということも非常に

重要でございます。ただ、先ほども申しましたように、子供任せにするということで

はなく、それを子供が掃除をした後にですね、校長以下教職員がそれを点検し、そう

いった悪い環境の中で、子供が生活するといったことがないように、子供が掃除した

後の点検を十分に実施し、適切な管理に努めるように、教育委員会といたしましても

各学校の教職員に対して指導を徹底してまいりたいというふうに考えております。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） ９番大田直樹議員から「町独自で太陽光発電システム普及事

業補助制度の実施を」の件を質問願います。 

  ９番大田議員。 
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○９番（大田直樹議員） 「町独自で太陽光発電システム普及事業補助制度の実施を」

の件で御質問いたします。 

  昨年３月１１日の東日本大地震が発生し、甚大な被害をもたらしてからまもなく１

年がたとうとしております。原発は一度事故を起こすと、取り返しのつかない危険な

ものであると、皆さん認識なされたのではないでしょうか。 

  私は以前から再生自然エネルギーである太陽光発電システムの導入を訴えてきた一

人として、坂町も尽力すべきと考えております。 

  しかしながら、残念なことに本年度の予算書には、今まで計上されてきたおりまし

た住宅用太陽光発電システム等普及促進事業補助金が計上されておりません。県から

の補助金がなくなったことに伴い、削除されたものでしょうが、「小さくてもキラリ

と光輝きのある町」を目指し、ぜひとも町独自の太陽光発電システムの普及促進補助

金制度を設けていただきたいと考えております。町当局のお考えをお伺いいたします。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 「町独自で太陽光発電システム普及事業補助制度の実施を」の

件について、お答えをいたします。 

  近年地球温暖化問題が深刻化し、全国的に温室効果ガスの排出量の削減に向けた取

り組みが進められている状況の中で、政府は２００９年平成２１年地球温暖化対策の

中期目標として、２０２０年の温室効果ガス排出量目標を２００５年比マイナス１

５％と決定をいたしました。 

  それ以降この目標を実現するために、行政、企業、個人などでさまざまな取り組み

が行われておりますが、その中で家庭でできる対策といたしましては、太陽光発電エ

コ化効率給湯器などの導入等が考えられています。このような中、本町では住宅用太

陽光発電システム等の復旧促進補助金につきまして、平成２１年１２月より環境省が

実施をいたしている地域グリーンニューディール基金活用事業を活用した広島県住宅

用太陽光発電システム等復旧促進補助金を導入し取り組んでまいりましたが、この事

業が本年３月で終了することに伴い平成２４年度からは復旧促進補助金を廃止するも

のでございます。 

  ４月以降につきましては国の外郭団体であります太陽光発電復旧拡大センター略称

ゼーペックにおいて、住宅用太陽光発電導入支援復興対策費補助金が継続される予定

とのことでございますので、町といたしましては、この制度を活用を図るべく引き続
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きこれらの制度を紹介して、復旧啓発を図ってまいりたいと考えております。 

  東日本大震災の発生以降自然エネルギーの活用や環境保全に対する意識がさらに高

まっており、太陽光発電システム等の活用は地球温暖化防止の観点からも非常に重要

なことと認識をいたしているところでございます。議員提案の町独自の太陽光発電シ

ステムの復旧促進制度を設けていただきたいということについてでございますが、厳

しい財政状況のもと町といたしましては、先ほども申し上げましたが、既にこれらの

ことに関する国の外郭団体の補助制度が創設され継続される予定とのことでございま

すので、今後ともこれらの周知を図ることにより復旧促進に取り組むとともに、これ

からのですね、国のエネルギー政策の動向を注視しながらいろいろと対応してまいり

たいと考えております。御理解、御協力のほどをよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ９番大田議員。 

○９番（大田直樹議員） 町長の答弁あれすると、全然見込みがないというか、という

のは郡部、市町村単位では確かにしておらないかと思います。ですが、市の単位だっ

たら独自でやっておるところが随分ございます、市では。そうしたら私もさっきの答

弁したように、きらりと光るいうような、よそがしてないんだったら坂町がやってや

ろうじゃないか、そういうふうな気概でやってほしいと思うんですね。２１年坂町補

助１件だけでした。２２年度２５件分の１７５万円がずっとこう計上されてきたわけ

ですね。２２年度２１件、そうしたら２３年やはりああいった災害が起こりまして、

９月の補正だったですかね、あ、そうですね。 もう２５件分は使い切って、そして

やはり２５件分の１７５万円を補正計上されたんじゃないかと思うんですが、今日ま

でまだまあ３月いっぱいまで残っとるわけですから、２５件プラスの何件それから使

ったのかちょっと件数を述べていただきたい。 

○議長（川本英輔議員） 吉原環境防災課長。 

○環境防災課長（吉原 修君） はい、お答えいたします。おっしゃるとおり９月に補

正をいたしましたが、それ以降３件、今現在２８件の実績でございます。以上でござ

います。 

○議長（川本英輔議員） ９番大田議員。 

○９番（大田直樹議員） 思いより随分少ないんで、ちょっとがっかり。というのは、

呉市なんかはもう新聞でかなりなあれで伸びとった。それらやっぱりどうなんか、皆

さん知っておられるのかやっぱし知っとる人はあれなのか、啓発が足らないんじゃな



－139－ 

いかみたいなのも思うんですが、やはり２８件、累積しても結構やっておられるんだ

ないうふうなあれも感じるんですけど、これらが少ないから、市としたらこの前来ら

れた東かがわ市なんかもこう見られたら小さいあれですけど、やはり市だからやっと

る。町でうちらが何でできないんかな。ここへ町長の答弁の中には、財政厳しいとか、

いつもながらの答弁なんですけど、そこを工夫して、やはり北新地に書いてある核兵

器、あれは兵器だけで持たない、つくらせない、持ち込ませないじゃないですけど、

もうああやって起こってみたらこれも兵器みたいなもんですよ。町長らも答弁の中で

原発、私も脱原発論者みたいなもんですけど、やはり今からはやっぱりこういった無

尽蔵の太陽光エネルギーなんか、この前広島のほうへ勉強会に行きましたらある大学

の先生なんか太陽光なんかだめだとみたいなぼろくそなことをどこかの回しもんなん

かいうような感じでいやな気をして帰ったんですけど、やはり私にしたら無尽蔵であ

る太陽光、クリーンなエネルギー、それで学校のほうにもつけ、つけいうてから言う

てきたわけですよ。あんまり長くあれで結局何が言いたいのかみたいな顔をして、皆

さんあれですけど、最終的にはね、やっぱりキラリと光るというところから市はやっ

とるんだから、小さい市はやっとるんだから呉市もやってます。広島市もやってます。

郡部の町単位ではやってない。そしたら坂町だけでもせめて７万円でなくっても、４

万円ぐらいでも捻出できんかいな。そういったところでひつこいとか言われるかもし

れんけど、やってほしいないう思いがある。そこら課長が答弁するんか、町長が答弁

するんか、あれですけど、どうなんでしょうか。 

○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 言われることはよくわかるんであります。ただ今回予算のほう

から、新年度予算のほうからに組み入れなかったということはですね、私の判断も大

いにあるんだと思って、正直言いましてあります。と申しますのも今政府のほうでい

ろいろとこのエネルギーについては、検討を出されております。なかなか今の政府で

は判断をできないということで、それで地方も自治体も困っておる部分もございます

が、いずれにしましても何らかの結論を近いうちにはですね、国のほうが示していか

ないと、エネルギー需要というのは、なかなか供給需要がなかなか十分になされなく、

これは企業も、それから個人も含めてでございますけども、そういう状況も出てくる

可能性があるわけでありまして、そういう中でしばらくはですね、国の動向を見た上

で、最終的にどうするかという判断をしようじゃないかということで、今回このよう
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な予算に組み込まないというようなことにしておりますが、いずれにしましてもそこ

らをしっかりですね、見極めながら将来にわたって、近い将来にわたって、それは半

年後になるか、１年後になるかわかりませんが、そこらを踏まえながらですね、この

太陽光発電の補助事業については、制度についてはまた取り組んでいきたいというふ

うな思いは持っております。 

  それともう１点、この年度末まではそういう国の制度をうまく活用してやってきた

わけであります。今度これを新たに制度を継続するということになりますと、国の財

源ではなしに町民のいわゆる血税をそこに投入していくということもありますし、そ

こらもよくよくですね、熟慮しながら近い将来、先ほど申しましたように半年後にな

るか、１年後になるかわかりませんけど、国の動向を踏まえながらこのエネルギー政

策というものもですね、町としてこれからも引き続き継続をしていきたいというふう

な思いを持っておりますので、御理解のほどよろしくお願いいたします。 

○議長（川本英輔議員） ９番大田議員。 

○９番（大田直樹議員） 堂々めぐりになるからあんまりあれですけどね、今も町長が

言われましたけど国の政策によってから物事を決めていくんだ。じゃ独自性がないわ

けですよ。そこのところを私は訴えたいんのね。だから動向はよく近隣市町村の勘案

みたいな答弁されますけど、よそがするけん、うちもするでなくって、キラリと光る

言われる、よく前言われよった今ちょっと聞かんようになったですけど、やっぱり小

さくてもキラリと光るダイヤモンドじゃないですけど、やっぱりそこの部分を言うん

であれば、やっぱり町独自、よそがやってのうても、うちだけはやろうこの３月１件

原発もとまる、４月にはもう１本最後のがとまる。そうしたらもう原発の発電はもう

一切なしですよ、そうしたらやっぱり今の火力、そうした太陽光なんか本当微々たる

もんかもしれませんですけど、その微々たるもんから啓発をあれしてから、みんなが

やればやっぱり熱を送るのにから３０％とかやっぱり効率が下がるわけですよね。遠

くになりゃなるほど自分ところでやってすっと使えりゃええわけですら、足らん分だ

けもらう、だからそういったあれで、もうみんなが発電所になりゃ本当にええんでし

ょうけど、日陰が多い家なら向かないかもしれない。そういった家だけ買う、だけど

やっぱり坂らこうやって、平成ヶ浜とか広いわけですからもう、だからそこらへどん

どん啓発して、キラリと光るあれをやってほしいないうのがあれですけど、堂々巡り

になるからあれですけど、最後で何か言いたいことお願いします。 
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○議長（川本英輔議員） 吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） 投げ遣りにいわないようにしてください。よろしくお願いしま

す。 

  先ほどもちょっと申しましたけども、例えばエコ化制度なんかもですね、いったん

やめておったものが復活しておるというような状況もあります。そういうないろいろ

なもろもろの面をですね、勘案してしばらくは状況をみようということでありまして、

決して今、議員指摘されたことをやらんというわけではありません。今は少しはやは

り様子を見ておく必要があるんじゃないかということで、このたび、平成２４年度の

予算措置はしたわけでありまして、当初でございますので、また状況が変われば、年

度途中で補正等で対応はできるというふうな思いも持っておりますので、そこらも一

つお含みおきを願いたいと思います。 

○９番（大田直樹議員） はい、よろしく。 

○議長（川本英輔議員） 以上で一般質問を終わります。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 暫時休憩をいたします。 

（休憩 午後２時２５分） 

（再開 午後２時４０分） 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 日程第２ 議案第２０号「平成２４年度坂町一般会計予算」

の件、日程第３ 議案第２１号「平成２４年度坂町国民健康保険事業特別会計予算」

の件、日程第４ 議案第２２号「平成２４年度坂町下水道事業特別会計予算」の件、

日程第５ 議案第２３号「平成２４年度坂町介護保険事業特別会計予算」の件及び日

程第６ 議案第２４号「平成２４年度坂町後期高齢者医療特別会計予算」の件を一括

議題といたします。 

  ５議案について、提案理由の説明を求めます。 

  吉田町長。 

○町長（吉田隆行君） それでは、議案第２０号から議案第２４号までを一括して提案

説明をさせていただきたいと思います。 

  まず、議案第２０号「平成２４年度坂町一般会計予算」について、御説明を申し上
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げます。 

  昨年の我が国を振り返ってみますると東日本大震災による影響に加え世界的な金融

経済危機による急激な円高、株価の下落など、景気の悪化要因が一度に発生し、経済

の回復がさらに遠のく状況となりました。本町の財政見通しは、景気の悪化に伴う税

収減、社会保障関係経費の増加などが見込まれており、昨年度にもまして厳しい状況

が予想されます。 

  こうした中でも、財政の健全化を維持しつつ小さくても光輝きのあるまちづくりを

実現するため、さらに前進する思いで事務事業に取り組んでまいります。平成２４年

度予算では、引き続き厳しい財政状況が見込まれることから身の丈にあった予算を編

成いたし、より一層の事務事業の見直しや、経常経費の削減等を行うとともに、都市

再生整備計画事業、（仮称）町民交流センター建設事業等を推進いたし、対前年度比

０.６％増の５０億２,４４０万５千円の予算総額といたしました。 

  それでは、歳入歳出予算の主なものについて御説明を申し上げます。 

  まず、事項別明細書の１５ページ以降の歳入でございますが、町民税の個人分につ

きましては、対前年度比７.４％増の５億７,４５３万円を計上をいたしました。また、

法人分につきましては、企業収益の回復基調のおくれを勘案し、対前年度比０.６％

減の３億４０３万８千円を計上いたしました。固定資産税では評価がえによる評価額

の下落を考慮し、対前年度比６.１％減の１２億８,８９７万４千円を計上いたしまし

た。 

  １９ページの地方交付税では、町財政計画を勘案し、対前年度比４.３％減の７億

９,３００万円を試算計上をいたしました。 

  ２３ページの国庫負担金、民生費国庫負担金では、子供のための手当負担金及び生

活保護費負担金を計上いたしました。 

  ２４ページからの国庫補助金、土木費国庫補助金では、ウオーキングトレイル等事

業及び都市再生整備計画事業を計上いたし、教育費国庫補助金では、（仮称）町民交

流センターにかかる都市再生整備計画事業を計上いたしました。 

  ２６ページの県負担金、民生費県負担金では、子供のための手当負担金等を計上を

いたしました。 

  ２７ページの県補助金、民生費県補助金では、福祉医療費にかかる補助金を計上い

たし、２８ページの教育費県補助金では、放課後児童健全育成事業を計上いたしまし
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た。 

  ３０ページの財産収入、財産売払収入では、町有地の売払収入２,５００万円を計

上いたしました。 

  ３１ページの基金繰入金では、財政調整基金繰入金、減債基金繰入金及び海外研修

基金繰入金を計上いたしました。 

  ３５ページの町債では、臨時財政対策債及び各事業債を計上いたしました。このう

ち臨時財政対策債につきましては、減額された普通交付税の補てんとして借り入れる

ものでございます。 

  次に、歳出について御説明申し上げます。 

  ３６ページからの議会費では、議会運営経費につきまして、計上をいたしました。 

  ３８ページからの総務費では、一般管理費で電算関係経費等を計上いたし、４２ペ

ージの財政管理費では、大規模事業基金積立金を計上をいたしました。 

  ５１ページからの選挙費では、町長選挙及び海区漁業調整委員会委員選挙の執行経

費を計上をいたしました。 

  ５７ページからの民生費、老人福祉費では、広島県後期高齢者医療広域連合療養給

付費負担金及び介護保険事業特別会計等への繰出金を計上をいたしました。 

  ６３ページの児童福祉費、児童福祉総務費では、病児保育事業を計上をいたしまし

た。 

  ６４ページの児童措置費では、子供のための手当を計上いたし、保育所費では小屋

浦保育所耐震改修等工事及び町立保育所、私立保育園の運営経費を計上いたしました。 

  ６８ページの生活保護費では、生活保護関連経費を計上をいたしました。 

  ７３ページからの衛生費、予防費では、健康増進法に基づく健診事業、子宮頸がん

等ワクチン接種事業及び高齢者肺炎球菌予防接種を計上をいたしました。 

  ７８ページから清掃費、塵芥処理費では、廃棄物処理にかかる各種業務及び安芸地

区衛生施設管理組合負担金を計上をいたしました。 

  ８１ページの労働費、労働諸費では、県内労働者の福祉増進に資するため労働金庫

への預託金を計上をいたしました。 

  ８５ページの農林水産業費、水産業振興費では、漁業振興施設整備事業を計上をい

たしました。 

  ８６ページの商工費、商工総務費では、消費者行政活性化事業を計上いたし、商工
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振興費では中小企業融資預託金を計上いたしました。 

  ９０ページからの土木費、道路新設改良費では、都市再生整備計画事業、ウォーキ

ングトレイル等事業及び県道坂小屋浦線道路事業県営工事負担金を計上をいたしまし

た。 

  ９１ページの港湾費では、海岸保全施設県営工事負担金を計上いたしました。 

  ９４ページの都市計画費、公共下水道費では、下水道事業特別会計への繰出金を計

上をいたしました。 

  ９８ページの消防費、常備消防費では、広島市消防局への委託料を計上いたしまし

た。 

  １０２ページの防災事業費では、急傾斜地崩壊対策測量設計他業務及び県営工事負

担金等を計上をいたしました。 

  １０３ページからの教育費では、人間形成の基礎を培う義務教育の充実を図るため、

教育環境の整備を重点とした予算を計上いたしました。 

  １１６ページの幼稚園費では、幼稚園就園奨励費補助金を計上をいたしました。 

  １１９ページからの社会教育費、公民館費では、町民センターを生涯学習の核とし、

公民館等を活動拠点として各種事業を展開をしてまいります。 

  １２１ページの町民センター費では、青少年対象の海外研修事業を計上いたしまし

た。 

  １２４ページの町史編さん費では、引き続き編さんに取り組んでまいります。 

  １２６ページからの体育施設費では（仮称）町民交流センター建設工事を計上をい

たしました。 

  １３３ページの公債費では、償還計画に基づき試算計上をいたしました。 

  以上で予算の大要につきまして、説明を終わりましたが、詳細につきましては、質

問の都度、私なり副町長、教育長、担当部長、教育次長、会計管理者、担当課長から

お答えをさせていただきます。御審議のほどよろしくお願いいたします。 

  続きまして、議案第２１号「平成２４年度坂町国民健康保険事業特別会計予算」に

ついて、御説明を申し上げます。 

  本予算は平成２３年度の医療費に対する補助金実績見込額並びに平成２３年度の予

算決算見込額による医療費実績及び国・県から予算編成要領に基づき、予算編成を行

った結果、対前年度比５％減の１６億６,６３９万４千円の予算総額といたすもので
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ございます。 

  まず、歳入について御説明を申し上げます。 

  １１ページから始まり１２ページにわたる国民健康保険税の３億５０２万９千円は、

医療給付費分２億１,６９２万１千円と、後期高齢者支援金分６,６５０万１千円と、

介護納付金分２,１６０万７千円の暫定賦課による収入見込み額でございます。 

  １３ページの国庫支出金、国庫負担金２億８,１８４万１千円と、国庫補助金９,５

４５９万１千円、療養給付費交付金１億１,０７７万３千円。１４ページの前期高齢

者交付金５億２,２７４万５千円は、医療費の見込みに基づいて、県支出金、県負担

金１,２０６万１千円は、高額医療費共同事業と特定健康診審等にかかる県負担金と

して、県補助金５,４３２万４千円は、医療費の見込みから試算計上をいたしました。 

  １５ページの共同事業交付金２億２,３４６万９千円は、高額医療費に対する国保

連合会からの交付見込み額を計上をいたしました。 

  １６ページの繰入金、一般会計繰入金５,９１７万２千円はそれぞれの算出方法に

より試算計上をいたしました。 

  次に、歳出について御説明を申し上げます。 

  １９ページの総務費、総務管理費５０７万８千円は医療費適正化のためのレセプト

点検員に要する賃金１８１万３千円と、電算共同処理業務などの委託料１７７万７千

円及び国保連合会への負担金５９万１千円が主なものでございます。 

  ２０ページの徴税費１８７万円は、保険税賦課に要する費用とそれに伴う郵送料が

主なものでございます。 

  ２１ページの保険給付費、療養諸費では１０億９,１７６万８千円と、２２ページ

の高額療養費１億２,６１３万円は２３年度決算見込み額により試算計上をいたしま

した。 

  ２３ページの出産育児諸費６３０万４千円、葬祭諸費６０万円はそれぞれ見込み額

を計上いたしました。 

  ２４ページの後期高齢者支援金等１億６,１５０万３千円、前期高齢者納付金等３

５万９千円。２５ページの老人保健拠出金２１万１千円、介護納付金６,３７８万３

千円は、それぞれ見込み額を計上をいたしました。共同事業拠出金１億９,５９１万

９千円は、国保連合会からの通知により見込み額を計上いたしました。 

  ２６ページの保健事業費２４３万８千円は、健康づくりのための講師謝金と医療費
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通知の役務費及び国保連合会への委託料が主なものでございます。特定健康診査等事

業費６４２万４千円は、特定健康診査の委託料が主なものでございます。 

  ２７ページの諸支出金、償還金及び還付加算金１００万１千円は、保険税過年度分

還付金が主なものでございます。予備費は３００万円を計上いたしました。 

  その他のものにつきましては、付記説明のとおりでございます。御審議のほどよろ

しくお願いをいたします。 

  続きまして、議案第２２号「平成２４年度坂町下水道事業特別会計予算」について、

御説明を申し上げます。 

  本年度の予算は歳入歳出それぞれ８億１,４９８万円といたすものでございます。 

初めに１１ページの歳入につきまして、御説明を申し上げます。 

  分担金及び負担金の下水道事業受益者負担金４６万３千円は、試算の上、計上をい

たしました。使用料及び手数料の公共下水道使用料２億９,０００万円は試算の上計

上をいたしました。 

  １２ページの事業費国庫補助金８,２６０万円は試算の上、計上をいたしました。

一般会計繰入金２億５,０７７万３千円は試算の上、計上をいたしました。 

  １３ページ、水洗便所設備資金貸付金元利収入２３１万円は、貸付金の償還金収入

でございます。事業債１億８,８２０万円は付記説明のとおり事業支出に伴い計上い

たしました。 

  次に、１４ページからの歳出につきまして御説明申し上げます。 

  総務費の一般管理費１億５,４１４万７千円のうち需用費６６５万１千円は、雨水

ポンプ場及び汚水中継ポンプ場の電気料金でございます。 

  １５ページの役務費９４万３千円は、雨水ポンプ場及び汚水中継ポンプ場の電話料

並び下水道管渠維持費等でございます。委託料１,９０８万３千円は、雨水ポンプ場

及び汚水中継ポンプ場の管理委託費並びに使用料徴収業務委託費を計上をいたしまし

た。また、工事請負費４６６万７千円は、下水道施設維持管理工事等を試算の上、計

上いたしました。負担金補助及び交付金８,４１８万８千円は、下水道維持管理費が

主なもので、その他につきましては、付記説明のとおり各協会への負担金等でござい

ます。貸付金２００万円は水洗便所設備資金貸付金でございます。 

  １６ページ公課費１,４４５万５千円は消費税でございます。需用費の公共下水道

設備費１億７,４２７万７千円のうち、委託料１，７８５万２千円は下水道長寿命化
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計画実施計画業務並びに横浜ポンプ場関連調査業務が主なもので試算の上、計上をい

たしました。工事請負費１億５,６００万円は、浜宮ポンプ滞水池整備工事ほか汚水

管渠工事費を試算の上、計上いたしました。流域下水道整備費１８２万円は、太田川

流域下水道整備事業の建設負担金でございます。 

  １７ページ公債費４億８,４２３万６千円は、起債借入実績に基づき試算の上、計

上をいたしました。予備費につきましては５０万円計上いたしました。御審議のほど

よろしくお願いをいたします。 

  続きまして、議案第２３号「平成２４年度坂町介護保険事業特別会計予算」につい

て御説明を申し上げます。 

  本予算は平成２４年度から始まる第五期介護保険事業計画において、国が行う介護

報酬の増額改定を盛り込み、実績見込み額に基づき試算を行い、対前年度比９.７％

増の１１億７,８０９万５千円の予算総額といたすものでございます。 

  それでは、歳入歳出予算で主なものにつきまして御説明を申し上げます。 

  まず、歳入について御説明を申し上げます。 

  １１ページの保険料、介護保険料２億１,９０４万円は第１号被保険者保険料を所

得階層等により試算し計上をいたしました。 

  次に、１２ページ国庫支出金、国庫負担金２億７１４万２千円、国庫補助金７,２

８１万３千円、支払基金交付金３億３,２５６万８千円。１３ページの県支出金、県

負担金１億６,４４０万１千円及び県補助金３３６万７千円は、保険給付費見込み額

からそれぞれの算出公法により試算し計上いたしました。 

  １４ページの繰入金、一般会計繰入金１億６,２５７万８千円は、介護給付費繰入

金、その他繰入金及び地域支援事業繰入金をそれぞれ試算し計上いたしました。基金

繰入金１,６１３万１千円は介護給付費の増加や介護報酬改定に対応するための財源

として繰り入れるものでございます。 

  次に、歳出について御説明を申し上げます。 

  １６ページの総務費、一般管理費では要介護認定にかかる事務経費として１,５０

７万３千円を計上をいたしました。 

  １８ページの保険給付費、介護サービス等諸費では、要介護者に対する居宅及び施

設等サービス給付費１０億１,８５０万円を計上いたしました。 

  １９ページの介護予防サービス等諸費では、要支援者の健康状態の維持、または改
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善を目的とした給付費７,５９０万円を計上し、その他諸費１５０万円は国保連合会

へのレセプト審査手数料でございます。 

  ２０ページの高額介護サービス等費１,０２１万３千円は、施設等の利用負担金が

一定の基準額を超えた方に対するもので、高額医療合算介護サービス等費１００万１

千円は、医療保険及び介護保険の両制度における自己負担の合計額が著しく高額とな

った場合に、一定の上限額を超えた部分を支給をいたすものでございます。 

  ２１ページの特定入所者介護サービス費３,６１０万円は、低所得者の施設利用料

を軽減するための費用でございます。 

  ２２ページの地域支援事業費、介護予防事業費では、高齢者の自立した日常生活を

支援するための事業費として３５７万５千円を計上し、包括的支援事業・任意事業費

では、地域包括支援センターへの委託料などの経費として１,４７９万３千円を計上

いたしました。 

  その他ものにつきましては、付記説明のとおりでございます。御審議のほどよろし

くお願いいたします。 

  続きまして、議案第２４号「平成２４年度坂町後期高齢者医療特別会計予算」につ

いて御説明を申し上げます。 

  本予算は広島県後期高齢者医療広域連合に対する納付金及び保険料徴収にかかる経

費等を広域連合からの通知に基づき予算計上をいたしたもので、対前年度比９.６％

増の１億５,１２７万円の予算総額といたすものでございます。 

  それでは、歳入歳出予算で主なものにつきまして、御説明を申し上げます。 

  まず、歳入について御説明を申し上げます。 

  ９ページの後期高齢者医療保険料、特別徴収保険料９,４９５万円及び普通徴収保

険料２,８３６万８千円は、後期高齢者の方から納めていただいております保険料を

広域連合からの通知により計上をいたしました。繰入金、一般会計繰入金の事務費繰

入金９９万１千円は、保険料の徴収にかかる経費の財源として計上し、保険基盤安定

繰入金２,６６４万７千円は、低所得者の方に対する軽減措置分の財源として計上を

いたしております。 

  次に、歳出について御説明を申し上げます。 

  １１ページの総務費、徴収費では保険料徴収にかかる事務経費として５０万３千円

を計上をいたしました。後期高齢者医療広域連合納付金１億４,９９６万５千円は、
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後期高齢者医療保険料と保険基盤安定繰入金をあわせて広域連合に支払うものでござ

います。 

  その他のものにつきましては、付記説明のとおりでございます。御審議のほどよろ

しくお願いをいたします。以上でございます。 

○議長（川本英輔議員） お諮りします。 

  ただいま町長から説明がありました５議案については、１１人の委員で構成する予

算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することにしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

○議長（川本英輔議員） 異議なし、と認めます。 

  よって、議案第２０号から議案第２４号までの５議案については、１１人の委員で

構成する予算審査特別委員会を設置し、これに付託して審査することに決定しました。 

  お諮りします 

  ただいま設置されました予算審査特別委員会の委員の選任については、坂町委員会

条例第６条第１項の規定により、１番中川議員、２番主枝議員、３番奥村議員、４番

柚木議員、５番中下議員、６番出下議員、７番姫宮議員、８番折出議員、９番大田議

員、１０番中議員、１１番瀧野議員、以上１１名を指名したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

○議長（川本英輔議員） 異議なし、と認めます。 

  ただいま指名しました１１名を予算審査特別委員会委員に選任することに決定しま

した。 

  なお、正・副委員長は坂町議会委員会条例第７条第２項の規定により、委員会にお

いて互選するとなっています。 

  これより、互選していただき、その結果を議長に報告をしてください。 

～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 暫時休憩いたします。 

（休憩 午後３時０６分） 

（再開 午後３時０６分） 

○議長（川本英輔議員） 休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 
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～～～～～～～～～～～～～～～○～～～～～～～～～～～～～～～～～ 

○議長（川本英輔議員） 正・副委員長の互選の結果が議長に対して通知されましたの

で、報告いたします。 

  委員長に１１番瀧野純敏議員、副委員長に８番折出直幸議員がそれぞれ選任されて

おります。 

  瀧野議員、折出議員、よろしくお願いします。 

  お諮りいたします。 

  ただいま予算審査特別委員会に付託した議案第２０号から議案第２４号までの平成

２４年度予算関連５議案については、会議規則第４６条の第１項の規定により、３月

９日午後３時までに審査を終了するよう期限をつけることにしたいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

○議長（川本英輔議員） 異議なし、と認めます。 

  平成２４年度予算関連５議案については、会議規則４６条の第１項の規定により、

３月９日午後３時までに審査を終了するよう期限をつけることに決定しました。 

  お諮りします。 

  委員会審査のため３月７日から３月８日までの２日間休会とし、３月９日午後４時

に再開したいと思います。 

  御異議ありませんか。 

（「異議なし」という者あり） 

○議長（川本英輔議員） 異議なし、と認めます。 

  よって、３月７日から３月８日までの２日間休会とし、３月９日午後４時に再開す

ることに決定しました。 

  以上で本日はこれで休会します。 

  御苦労さまでございます。 

（休会 午後３時０７分） 


